
・ ・

年 月 年 月 日

　　 金 円 金 円

業務の概要

◆整備内容

1 破砕ポンプ　2 貯留槽投入ポンプA、B　3 細砂除去装置

4 攪拌ブロワB　5 アルカリ・酸化剤洗浄塔　6 活性炭吸着塔

7 自動扉　8 ポンプ付受水槽　9 計測機器

　入札額に、消費税及び地方消費税額は含みません。

※入札書、委任状は別添の様式を使用してください。

　低入札調査基準価格については、入札告示「８　低価格入札による履行確認

調査」を参照してください。

必要とする
資格等

（税抜）

参
　
加
　
条
　
件

営業種目
260 水道施設　　280 清掃施設　　435 汚水処理施設等保守管理の委託
※いずれかの営業種目に登録のある者

参加の地域要件 第 ４ 区分 地域要件は入札公告で確認してください。

手持契約
件数制限

その他の要件

本案件と同じ業種区分が３件以内であること。
(入札申込締切日現在、高座清掃施設組合発注の入札案件に限る。)

低入札調査
基準価格

　予定価格の50％

8 3 25

予定価格 33,451,000 （税込） 30,410,000

履行期間 令和 ７ 7 22 日～令和

履行場所 海老名市 本郷１番地の１

入　札　案　件　概　要　書

【 コンサル 一般委託 物品 】

件　　名 水処理施設定期整備補修

契約番号

13



なお、この参加申込書及び添付書類の全ての記載事項は、事実と相違ありません。

経 審

そ の 他 0

点以上

組合の確認　(記入不要)

地 域 第4区分

営業種目
260 水道施設　　280 清掃施設
435 汚水処理施設等保守管理の委託
※いずれかの営業種目に登録のある者

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

件　　名 水処理施設定期整備補修

(
　高座清掃施設組合　総務課　契約担当

※通信欄（二日以内に返信します。）

□ 申込書を受け付けました。「条件付一般競争入札参加資格確認通知書」は、審査後電子
メール又はＦＡＸで送付します。

□ 書類が不足しています。入札公告等を確認して再申請してください。

)　　e-mail：keiyaku@kouzaseisou-kanagawa.jp
　  ＦＡＸ： 046-238-6010　   

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

使 用 印

入札に参加したいので、次のとおり申込します。

契約番号 13

担 当 者 名

電 話 番 号

e-mailアドレス

所 在 地

商号又は名称

代表者職氏名

条件付一般競争入札参加資格確認申込書

令 和 年 月 日

認 定 番 号

高 座 清 掃 施 設 組 合

組 合 長 内 野 優 殿

mailto:keiyaku@kouzaseisou-kanagawa.jp


４ 落札にあたって、契約金額は、落札金額に消費税及び地方消費税額

を加えた金額とします。なお、消費税率は、10％とします。

なお、金額の訂正したものは無効とします。

３ 入札の際は、入札書を二つ折りにして入札箱に投函してください。

封筒は必要ありません。

（注）１ 金額は、消費税及び地方消費税額を除いた額を記入してください。

２ 金額は、１つの枠に１字ずつアラビア数字で記入してください。

千 百

組合長 内 野 優 殿

契約番号

百 十 億 千 十百 十 万

13

入　　　札　　　書

令 和 7 年 7 月 14 日

高座清掃施設組合

円

高座清掃施設組合契約規則を堅く守り、次の金額
で入札します。

住 所

商号又は名称

代表者職氏名 印

代 理 人 氏 名 印

件　　　　名 水処理施設定期整備補修

金　額(税抜)

千



　今般私は、次の者を代理人と定め、上記の件に関する入札の
一切の権限を委任します。

代理人氏名 被委任者印鑑

件　 名 水処理施設定期整備補修

契約番号 13

委　　　任　　　状

令 和 7 年 7 月 14 日

委任者 住 所

商号又は名称

代表者職氏名 印

高座清掃施設組合

組合長 内 野 優 殿



入札公告を確認してください。

高座清掃施設組合　総務課　契約担当

e-mail：keiyaku@kouzaseisou-kanagawa.jp　

ＦＡＸ：046-238-6010

ホームペ－ジに順次掲載します。

契 約 件 名 水処理施設定期整備補修

質　　　疑　　　内　　　容

代表者職氏名 担 当 者 名

契 約 番 号 13

商号又は名称 ＦＡＸ番号

○ 回 答 :

認 定 番 号 電 話 番 号

所 在 地 e-mailアドレス

○ 送 信 先 :

質　　　問　　　書

設計図書に関して、質疑がある場合は質疑内容を記載し、電子メール又はFAXで送信
してください。

○ 送 信 日 時 :

高座清掃施設組合 契約担当 殿

mailto:keiyaku@kouzaseisou-kanagawa.jp
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令和 7 年５月 

高座清掃施設組合 
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第一章 総  則 

第一節 一般事項 

第一項 緒言 

本仕様書（特記仕様書を含む。以下同様）は、高座クリーンセンター（以下

「クリーンセンター」という。）水処理施設における、『水処理施設定期整備補

修』に係る請負契約書の内容について、統一的な解釈を図ると共に、その他必

要な事項を定め、もって契約の適正な履行の確保を図るためのものである。 

 

第二項 整備補修目的 

本整備補修は、クリーンセンター水処理施設において、廃棄物の処理及び

清掃に関する法律に規定する水処理施設の維持管理の技術上の基準に則った

維持管理を行うために、設備の機能点検及び簡易的な補修を施工することを

目的とする。 

 

第三項 整備補修名 

水処理施設定期整備補修 

 

第四項 履行場所 

  海老名市本郷 1番地の 1 

 

第五項 契約期間 

令和７年７月 22 日から令和８年３月 25日まで 
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第二節 現主要目 

第一項 処理能力 

48kl／日（し尿：10kl＋浄化槽汚泥：38kl） 

 

第二項 処理方式 

固液分離、希釈後下水道放流 

 

第三項 排水放流先 

海老名市公共下水道→相模川左岸流域下水道 

 

第四項 運転条件 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第四条の五第２項に規定す

る、一般廃棄物処理施設の維持管理の技術上の基準に基づき行うものであ

る。 
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第五項 公害防止基準 

（１） 排水基準値 

放流水は下水道法に定める排除基準及びクリーンセンター水処理施設

が定めた自主基準として示す値。 

項      目 単 位 排水基準 

カドミウム及びその化合物 mg/L 0.03 以下 

シアン化合物 mg/L 1 以下 

有機りん化合物 mg/L 0.2 以下 

鉛及びその化合物 mg/L 0.1 以下 

六価クロム化合物 mg/L 0.2 以下 

ひ素及びその化合物 mg/L 0.1 以下 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 mg/L 0.005 以下 

アルキル水銀化合物 mg/L 検出されないこと 

PCB mg/L 0.003 以下 

トリクロロエチレン mg/L 0.1 以下 

テトラクロロエチレン mg/L 0.1 以下 

ジクロロメタン mg/L 0.2 以下 

四塩化炭素 mg/L 0.02 以下 

1,2-ジクロロエタン mg/L 0.04 以下 

1,1-ジクロロエチレン mg/L 1 以下 

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L 0.4 以下 

1,1,1-トリクロロエタン mg/L 3 以下 

1,1,2-トリクロロエタン mg/L 0.06 以下 

1,3-ジクロロプロペン mg/L 0.02 以下 

チウラム mg/L 0.06 以下 

シマジン mg/L 0.03 以下 

チオベンカルブ mg/L 0.2 以下 

ベンゼン mg/L 0.1 以下 

セレン及びその化合物 mg/L 0.1 以下 

ほう素及びその化合物 mg/L 230 以下 

ふっ素及びその化合物 mg/L 15 以下 

1,4-ジオキサン mg/L 0.5 以下 

フェノール類 mg/L 0.5 以下 

銅及びその化合物 mg/L 1 以下 
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亜鉛及びその化合物 mg/L 1 以下 

鉄及びその化合物（溶解性） mg/L 3 以下 

マンガン及びその化合物(溶解性) mg/L 1 以下 

クロム及びその化合物 mg/L 2 以下 

ダイオキシン類 
pg-

TEQ/L 
10 以下 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量   

鉱油類含有量 mg/L 5 以下 

動植物油脂類含有量 mg/L 30 以下 

よう素消費量 mg/L 220 未満 

ニッケル及びその化合物 mg/L 1 以下 

温度 ℃ 45 未満 

硝酸性窒素 mg/L 
380 未満 

(３項目の合計) 
亜硝酸性窒素 mg/L 

アンモニア性窒素 mg/L 

水素イオン濃度(pH) － 5 を超え 9未満 

生物化学的酸素要求量(BOD) mg/L 600 未満 

化学的酸素要求量(COD) mg/L － 

浮遊物質量(SS) mg/L 600 未満 

 

    （２） 騒音基準値 

水処理施設に近接する敷地境界線上にて次の基準値以下。 

朝 （6:00～8:00） 50db 以下 

昼間 （8:00～18:00） 55db 以下 

夕 （18:00～23:00） 50db 以下 

夜間 （23:00～6:00） 45db 以下 

  

（３） 振動基準値 

水処理施設に近接する敷地境界線上にて次の基準値以下。 

昼間 （8:00～19:00） 65db 以下 

夜間 （19:00～8:00） 55db 以下 

 

（４） 悪臭基準値 

敷地境界線上において臭気指数 15以下。 
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第三節 共通仕様 

第一項 適用範囲 

本仕様書は、組合施設の基本的内容について定めるものであり、本仕様書

に明記されない事項であっても、本整備補修の目的達成のために必要な施

設、又は整備補修の性質上当然必要と思われるものについては記載の有無に

かかわらず、整備補修受注者（以下「受注者」という。）の責任において全

て完備すること。 

 

第二項 疑義 

受注者は、設計図書（契約書、図面、仕様書、設計書、その他関係書類）

又は整備補修施工中に疑義が生じた場合、その都度書面にて発注者と協議し

その指示に従うとともに、その記録を提出すること。 

 

第三項 業務内容の変更 

（１）  提出済みの設計図書については、原則として変更は認めないものと

する。ただし、発注者の指示等により変更する場合はこの限りではな

い。 

（２）  実施設計期間中、設計図書の中に本仕様書に適合しない箇所が発見

された場合及び組合施設の機能を全うすることができない箇所が発見

された場合は、設計図書に対する改善変更を受注者の負担において行

うものとする。 

（３）  実施計画完了後、設計図書と適合しない箇所が発見された場合に

は、受注者の責任において設計図書を満足させる変更を行うものとす

る。 

（４）  その他本整備補修にあたって変更の必要が生じた場合は、発注者の

定める契約条項によるものとする。 

 

第四項 機密保持 

受注者は本整備補修の遂行上知り得た事項について、第三者に漏らしては

ならない。 

 

第五項 性能と規模 

本整備補修に採用する設備、装置及び機器類は、本整備補修の目的達成

のために必要な能力と規模を有し、かつ、管理的経費の節減を十分考慮し

たものでなければならない。 
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第六項 整備補修施工条件 

（１）  本仕様書で定める事項を除き、現行規格、法令、ごみ処理施設性能

指針及び解説によるものとする。 

（２）  整備補修は設計図書及び発注者が承諾した実施計画図書により施工

すること。 

（３）  整備補修にあたっては、事前に承諾申請図書、施工要領書等を提出

し、発注者の承諾を得てから整備補修に着手すること。 

 

第七項 環境対策 

（１）  受注者は、関係法令並びに仕様書の規定を順守の上、騒音、振動、

大気汚染、水質汚濁等の問題については、施工計画及び整備補修実施

の各段階において十分に検討し、周辺地域の環境保全に努めなければ

ならない。 

（２）  受注者は、環境への影響が予知され又は発生した場合は、直ちに応

急措置を講じ組合監督員（以下「監督員」という。）に報告し、監督

員の指示があればそれに従わなければならない。また、第三者からの

環境問題に関する苦情に対しては、誠意をもってその対応にあたり、

その交渉等の内容は、後日紛争とならないよう文書で確認する等明確

にしておくとともに、状況を随時監督員に報告し、指示があればそれ

に従うものとする。 

（３）  監督員は、施工に伴い地盤沈下、地下水の断絶等の理由により第三

者への損害が生じた場合には、受注者に対して、受注者が善良な管理

者の注意義務を果たし、その損害が避け得なかったか否かの判断をす

るための資料の提示を求めることができる。この場合において、受注

者は必要な資料を提示しなければならない。 

 

第八項 各種書類 

（１） 設計図書 

１）  受注者から要求があり、監督員が必要と認めた場合、受注者に図面

の原図を貸与する事が出来る。 

２）  受注者は、施工前及び施工途中において、自らの負担により設計図

書の照査を行い、疑義が生じた場合は、監督員にその事実が確認でき

る資料を書面により提出し、確認を求めなければならない。また、監

督員から更に詳細な説明又は書面の追加要求があった場合は従わなけ

ればならない。 
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３）  受注者は、契約の目的のために必要とする以外は、契約図書、及び

その他の図書を監督員の承諾なくして第三者に使用させ、又は伝達し

てはならない。 

（２） 施工計画書 

受注者は、本整備補修着手前に目的物を完成させるために必要な手

順や工法及び完了時の合格判定基準等についての施工計画書を監督員

に提出しなければならない。 

受注者は、施工計画書を順守し施工に当たらなければならない。 

この場合、受注者は、施工計画書に次の事項について記載しなけれ

ばならない。また、監督員がその他の項目について補足を求めた場合

には、追記するものとする。ただし、受注者は監督員の承諾を得て記

載内容の一部を省略することができる。 

１） 整備補修概要 

２） 修繕工程表(詳細) 

３） 安全衛生管理組織表 

４） 指定機械 

５） 主要資材（主要資材発注予定表等） 

６） 施工方法（主要機械、仮設計画、用地等を含む） 

７） 施工管理計画 

８） 合格判定基準 

９） 安全管理体制（安全教育計画書） 

１０） 緊急時の体制及び対応 

１１） 交通管理 

１２） 環境対策 

１３） 現場作業環境の整備 

１４） 再生資源の利用の促進と副産物の適正処理法 

１５） その他 

（３）  受注者は、施工計画書の内容に重要な変更が生じた場合には、その

都度本整備補修に着手する前に変更に関する事項について、変更施工

計画書を監督員に提出しなければならない。 

（４）  受注者は、施工計画書を提出した際、監督員から指示された事項を

詳細に記載した施工計画書を、指示された時までに提出しなければな

らない。 
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第九項 提出書類と期限 

（１）  

１） 契約保証金免除願（高座清掃施設組合契約規則第 42 条第 1項第 2

号） 

ただし、契約金額が３０万円以下の場合は省略できるものとする。ま

た、入札参加資格認定業者の場合、契約金額が５００万円未満の場合は

省略できるものとする。 

２） 修繕着手届（高座清掃施設組合契約規則第 56 条） 

契約締結日から７日以内に当該整備補修に着手し提出すること。ただ

し、契約金額が３０万円以下の場合は省略できるものとする。 

３） 修繕工程表（高座清掃施設組合契約規則第 55 条） 

契約締結日から 7 日以内に指定の様式（第 2号様式）に基づき提出す

ること。ただし、契約金額が３０万円以下の場合は省略できるものとす

る。 

４） 請負修繕現場代理人等選任届（高座清掃施設組合契約規則第 63条） 

契約締結日までに指定の様式（第 4号様式）に基づき提出すること。

ただし、契約金額が３０万円以下の場合は省略できるものとする。 

５） 契約書 

表裏に割り印を押印し１部に収入印紙を貼付後、契約書と契約約款は

袋とじで作成し契約締結日までに提出すること。 

６） 連絡体制表 

契約締結日までに提出すること。 

７） その他必要書類 

・契約金額が５００万円以上で前払い金を含む場合（高座清掃施設

組合契約規則第 85条） 

公共工事前払金申請書・請求書（前金請求用）・保証書を契約日

から２０日以内に提出すること。 

・債権者（債務者）登録申請書兼口座振込依頼書 

代金の支払いに使用する口座の登録のため、初めて契約を締結

する場合や、変更があった場合に提出すること。 



 9 / 32 

 

（２） 完了時 

１） 修繕完成検査依頼書 

本整備補修終了後直ちに、指定の様式に基づき監督員へ提出するこ

と。ただし、契約金額が１０万円未満の場合は省略できるものとす

る。 

２） 修繕完成届（高座清掃施設組合契約規則第 79 条） 

本整備補修終了後直ちに、指定の様式（第 5号様式）に基づき監督

員へ提出すること。ただし、契約金額が１０万円未満の場合は省略で

きるものとする。 

３） 修繕完成引渡書（高座清掃施設組合契約規則第 81条） 

完成検査合格後、指定の様式（第 6号様式）に基づき監督員へ提出

すること。ただし、契約金額が３０万円以下の場合は省略できるもの

とする。 

４） 請求書 

本整備補修終了後、監督員へ提出すること。 

５） 成果品（点検整備報告書・各部詳細図・主要部品図・付属品図・検

査要領書・施工要領書・整備補修写真・修繕打合簿・予備品リス

ト・その他必要書類） 

本整備補修終了後、監督員へ提出すること。 

 

第十項 記録写真 

（１）  記録写真の撮影は、設計書に記載された材料、点検項目及び補修項

目に係るすべてを撮影すること。 

（２）  記録写真は、原則として整備補修の内容がわかるよう、整備補修内

容を記入した黒板等、大きさを判断できるスケール等を写し込むこと

とする。ただし、施工中の写真についてはこの限りではない。 

１）  黒板等への記入事項は、発注者、整備補修名称、撮影日付、受注

者、立会者（立会がある場合）、状況（撮影内容、部品名、型式、

規格、表示マーク等）、撮影箇所等を識別出来る内容であること。 

２）  整備補修内容を記入した黒板等及びスケールを写し込む場合は、

フラッシュ、逆光等光の反射により記入事項が読み取れないことが

ないようにすること。また、対象を分かりやすくするため、移動可

能なものは取り除き、光（影）の方向にも注意すること。 

３）  微小部材等を使用する箇所について黒板等を入れ込んだ撮影が困

難な場合は、詳細写真及び中景写真を撮影し全体に対しどの部分か

を把握できるようにすること。 
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（３）  記録写真を撮影するための撮影用具は、以下の仕様を満足したカメ

ラを使用すること。 

１） デジタルカメラ（総画素数：100 万画素以上、記録画素数：640×

480 以上、ファイル形式：JPEG、圧縮率：1/1>圧縮率≧1/10 程度） 

（４）  記録写真は、原則として施工前、施工中及び施工後の写真を同一の

箇所から撮影すること。また、一箇所からの記録写真で説明できない

ものは、カメラアングルを変える、撮影距離を変える等の工夫をし、

ストーリー性をもって説明ができるものであること。この場合も、施

工前、施工中及び施工後の写真を撮影すること。 

（５）  記録写真の撮影を行った箇所については、当該整備補修箇所の設置

場所平面図又は機械図面等に撮影箇所を記入し、記録写真に添付する

こと。 

（６）  記録写真の提出については、設計書に記載された設備名、点検及び

補修項目、写真番号、その他必要な事項を記入し、項目毎に施工前、

施工中及び施工後の順番で並び替え提出すること。 

（７）  記録写真の撮影方法詳細については、「工事写真の撮り方（改訂第

3 版）建築設備編（社団法人 公共建築協会）」による。なお、一部

完了検査及び中間検査のある場合には、検査前日までに検査対象とな

る部分の記録写真を監督員に提出する。 

（８）  提出された写真の使用権は組合に帰属するものとする。 

 

第十一項 監督員・検査員 

（１）  本整備補修における監督員の権限は、組合契約規則第 59条に基づ

くものとする。 

（２）  本整備補修における検査員の権限は、組合契約規則第 60条に基づ

くものとする。 

 

第十二項 現場代理人 

（１）  現場代理人は、関係法令に従い遺漏なく現場の管理を行わなければ

ならない。 

（２）  現場代理人は、担当技術者、下請負者等が本整備補修の関係者であ

ることを、着衣、記章等で明瞭に識別できるような措置をしなければ

ならない。 

（３）  施工現場は常に清掃及び材料、工具その他の整理を行わなければな

らない。また、火災、盗難その他の災害事故の予防対策について万全

を期さなければならない。 



 11 / 32 

 

（４）  現場代理人は、常に本整備補修の進捗状況について管理し、円滑な

進行を図るとともに作業の開始、終了時に必ず監督員に作業内容、進

捗状況を報告しなければならない。 

（５）  現場代理人は、設備の停止、運転開始の日時及び設計図書で施工期

限が定められた施工箇所の工程は、監督員と事前に十分な協議を行わ

なければならない。 

 

第十三項 免許及び資格等 

（１）  施工に携わる技能者は、技能者の技量が設計図書に明示されていな

い場合は、監督員が施工の目的、種類及び性質から必要と判断した施

工技量に合致したものとする。 

（２）  クレーンの運転、圧力容器の溶接等の免許、資格を必要とする作業

は、その施工前に免許資格証明の写しを監督員に提出しなければなら

ない。 

 

第十四項 用地の使用 

（１）  設計図書において受注者が確保するものとされる用地及び施工上受

注者が必要とする用地とは、営繕用地（受注者の現場事務所、宿舎、

駐車場）及び型枠又は鉄筋作業場等専ら受注者が使用する用地並びに

構造物掘削等に伴う借地等をいう。 

（２）  受注者は施工上必要な土地等を第三者から借用又は買収した時は、

その土地等の所有者との間の契約を順守し、その土地等の使用による

苦情又は紛争が生じないように努めなければならない。 

（３）  受注者は、発注者の用地等の使用終了後は、設計図書の定め又は監

督員の指示に従い復旧の上、直ちに発注者に返還しなければならな

い。当該整備補修の完成前に発注者が返還を要求した場合も遅延なく

発注者に返還しなければならない。 

（４）  発注者は、用地等について受注者が復旧の義務を履行しないときは

受注者の費用負担において自ら復旧することができるものとし、その

費用は受注者に支払うべき請求代金額から控除するものとする。この

場合において、受注者は復旧に要した費用に関して発注者に異議を申

し立てることができない。 

（５）  受注者は、提供を受けた用地を当該整備補修用仮設物等の用地以外

の目的に使用してはならない。 
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第十五項 仮設 

（１）  受注者事業所、材料置場及び施工用機械等の設置場所を組合施設内

に設ける場合は、監督員の指示に従う。 

（２）  受注者は、発注者の所轄する電気、ガス、圧縮空気、油脂、給排水

等の設備について使用許可を受けたときは、施工期間中に限り利用で

きるものとする。ただし、この場合の使用方法、使用期間、使用時間

等を監督員と協議しなければならない。 

 

第十六項 整備補修の着工 

受注者は、特記仕様書に定めのある場合を除き、特別の事情がない限り、

補修始期日以降３０日以内に当該整備補修に着工しなければならない。 

 

第十七項 整備補修の下請負 

受注者は、下請負に付する場合には、次に掲げる要件をすべて満たさなけ

ればならない。また、下請業者一覧表を提出すること。 

（１）  受注者が、整備補修の施工につき総合的に企画、指導及び調整する

ものであること。 

（２）  下請負者が神奈川県の入札参加資格者である場合には、指名停止期

間中でないこと。 

（３）  下請負者は、当該下請負整備補修の施工能力を有すること。 

 

第十八項 施工体制台帳 

（１）  受注者は、当該整備補修を施工するために締結した下請負契約の請

負代金額（当該下請負契約が２件以上ある場合は、それらの請負代金

額の総額）が 4,500 万円以上になる場合、国土交通省令で定める事項

を記載した施工体制台帳を作成し、整備補修現場に備えなければなら

ない。なお、下請契約に係る契約書には、請負代金の額が記載された

ものに個別整備補修下請契約約款又は整備補修下請基本契約書を添付

したものでなくてはならない。 

（２）  受注者は、監督員から請求があった場合は、備え置かれた施工体制

台帳の閲覧に供しなければならない。 

（３）  受注者は、当該整備補修を他の下請負業者に請け負わせたときは、

国土交通省令で定める事項を記載した再下請負通知書をもって、同項

の受注者に対し通知しなければならない。 
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（４）  受注者は、他の下請負業者から提出された再下請負通知書を整理

し、監督員から請求があった場合は、再下請負通知書の閲覧に供しな

ければならない。 

（５）  （１）の受注者は、公共工事の入札及び契約の適正化の推進に関す

る法律の定めに従って、各下請負者の施工の分担関係を表示した施工

体系図を作成し、整備補修関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい

場所に掲げるとともに監督員に提出しなければならない。 

（６）  （１）の受注者は、発注者から、当該整備補修の施工の技術上の管

理をつかさどる者（監理技術者又は主任技術者）の設置状況その他整

備補修現場の施工体制が施工体制台帳の記載に合致しているかどうか

の点検を求められたときは、これを受けることを拒んではならない。 

（７）  （１）の受注者は、施工体制台帳、安全衛生管理組織表及び再下請

負通知書に変更が生じた場合は、速やかに変更があった年月日を記入

して、既に記載されている事項に加えて変更後の事項を記載し、又は

既に添付されている書類に加えて変更後の書類を添付後、監督員に提

出しなければならない。 

 

第十九項 調査・試験・検査に対する協力 

（１）  受注者は、発注者が自ら又は発注者が指定する第三者が行う調査及

び試験に対して、監督員の指示によりこれに協力しなければならな

い。この場合、発注者は具体的な内容等を事前に受注者に通知するも

のとする。 

（２）  受注者は、当該整備補修が発注者の実施する公共事業労務費調査の

対象となった場合には、次に掲げる協力をしなければならない。ま

た、工期経過後においても同様とする。 

１）  調査票等に必要事項を正確に記入し、発注者に提出する等必要な

協力をしなければならない。 

２）  調査票等を提出した事業所を発注者が、事後に訪問して行う調

査・指導の対象になった場合には、その実施に協力しなければなら

ない。 

３）  正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従い、就業

規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等、日頃より使用

している現場労働者の賃金時間管理を適切に行わなければならな

い。 

４）  対象整備補修の一部について下請契約を締結する場合には、当該

下請負整備補修の受注者（当該下請整備補修の一部に係る二次以降
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の下請負人を含む。）が前各号と同様の義務を負う旨を定めなけれ

ばならない。 

（３）  受注者は、当該整備補修が発注者の実施する諸経費動向調査の対象

となった場合には、調査等の必要な協力をしなければならない。ま

た、工期経過後においても同様とする。 

（４）  受注者は、当該整備補修が発注者の実施する施工合理化調査の対象

となった場合には、調査等の必要な協力をしなければならない。ま

た、工期経過後においても同様とする。 

（５）  受注者は、整備補修現場において独自の調査・試験等を行う場合、

具体的な内容を事前に監督員に説明し、承諾を得なければならない。

また、受注者は、調査・試験等の成果を発表する場合、事前に発注者

に説明し、承諾を得なければならない。 

（６）  受注者は、当該整備補修において法令に基づく検査対象設備等があ

る場合、検査の受検に協力しなければならない。 

 

第二十項 分析・試験・点検 

（１）  設計図書で定めのない限り、分析及び試験は受注者の責任で行うも

のとする。なお、対象供試体の採取、取外し及び施工場所での試験に

は、監督員の立会いを求めなければならない。 

（２）  設計図書に基づく点検業務の実施に際しては、監督員の立会いを求

めなければならない。 

（３）  施工完了後に容易に点検できない箇所については、事前に監督員の

立会いを求めなければならない。 

（４）  分析、試験、点検等を行った場合はその都度速やかに口頭で監督員

に報告し、後日報告書を提出する。 

 

第二十一項 一時中止 

（１）  発注者は、次の各号に該当する場合においては、受注者に対してあ

らかじめ書面（一時中止について）をもって通知した上で、必要とす

る期間、整備補修の全部又は一部の施工について一時中止をさせるこ

とができる。なお、暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地滑り、落盤、

火災、騒乱、暴動その他自然的又は人為的な事象による整備補修の中

断については、「五十六項 臨機の処置」により、受注者は、適切に

対応しなければならない。 

１）  埋蔵文化財の調査、発掘の遅延及び埋蔵文化財が新たに発見さ

れ、整備補修の続行が不適切又は不可能となった場合。 
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２）  関連する他の整備補修、工事等の進捗が遅れたため整備補修の続

行を不適当と認めた場合。 

３）  整備補修着手後、環境問題等の発生により整備補修の続行が不適

切又は不可能となった場合。 

（２）  発注者は、受注者が契約図書に違反し又は監督員の指示に従わない

場合等、監督員が必要と認めた場合には、整備補修の中止内容を受注

者に通知し、整備補修の全部又は一部の施工について一時中止させる

ことができるものとする。 

（３）  同項１号及び２号の場合において、受注者は整備補修を一時中止す

る場合は、中止期間中の維持・管理に関する基本計画書を発注者に提

出し、承諾を得るものとする。また、受注者は整備補修の続行に備え

現場を保全しなければならない。 

（４）  同項１号及び２号の場合において、一時中止した整備補修に係る請

負代金額に変更が生じた場合、組合契約規則第 73条により、発注者

と受注者による協議により金額を決定し、協議書（一時中止中の整備

補修に伴う請負代金額の変更について）を提出しなければならない。 

（５）  一時中止中の整備補修を再開する場合は、監督員からの通知（一時

中止中の整備補修再開について）を受け、通知に記載される再開日よ

り整備補修を再開しなければならない。 

 

第二十二項 設計図書の変更 

設計図書の変更とは、発注者が示した設計図書を、受注者に行った整備補

修の変更指示に基づき、発注者が修正することをいう。 

 

第二十三項 工期変更 

（１）  工期変更協議の対象であるか否かを監督員と受注者との間で確認す

る（以下「事前協議」という。）ものとする。 

（２）  受注者は、設計図書の変更又は訂正が行われた場合、同項１号に示

す事前協議において工期変更協議の対象であると確認された事項につ

いて、必要とする変更日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料

を添付の上、協議開始の日までに工期変更の補修打合簿を監督員に提

出しなければならない。 

（３）  受注者は、当該整備補修の全部もしくは一部の施工が一時中止とな

った場合、同項１号に示す事前協議において工期変更協議の対象であ

ると確認された事項について、必要とする変更日数の算出根拠、変更

工程表その他必要な資料を添付の上、協議開始の日までに工期変更の
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補修打合簿を監督員に提出するものとする。 

（４）  受注者は、工期の延長を求める場合、同項１号に示す事前協議にお

いて工期変更協議の対象であると確認された事項について、必要とす

る延長日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付の上、協

議開始の日までに工期変更の補修打合簿を監督員に提出するものとす

る。 

（５）  受注者は、工期の短縮を求められた場合、可能な短縮日数の算出根

拠、変更工程表その他必要な資料を添付し、協議開始の日までに工期

変更の補修打合簿を監督員に提出しなければならない。 

 

第二十四項 支給材料及び貸与物件 

（１）  受注者は、支給材料及び貸与物件の受払状況を記録した帳簿を備え

付け、常にその残高を明らかにしておかなければならない。 

（２）  引渡場所は、設計図書又は監督員の指示によるものとする。 

（３）  受注者は、不用となった支給材料又は貸与物件を返還する場合、監

督員の指示に従うものとする。なお、受注者は、返還が完了するまで

材料の損失に対する責任を免れることはできないものとする。 

（４）  受注者は、支給材料及び貸与物件の修繕等を行う場合、事前に監督

員の承諾を得なければならない。 

（５）  受注者は、支給材料及び貸与物件を他の整備補修、工事等に流用し

てはならない。 

（６）  支給材料及び貸与物件の所有権は、受注者が管理する場合でも発注

者に属するものとする。 

（７）   受注者は、支給材料に過不足が生じた場合、監督員と協議する。 

 

第二十五項 材料の選定・変更 

（１）  使用する材料は、監督員の確認の検査を受け、これに合格した材料

のみを使用しなければならない。 

（２）  使用する材料は、製造、出荷年月等に十分注意し、可能な限り当該

整備補修施工年のものを使用する。 

（３）  設計図書で規格が明示されていない材料で日本工業規格（ＪＩＳ）

に定めのある材料は、軽微なものを除きＪＩＳ製品を使用しなければ

ならない。また、監督官公庁、電気、ガス供給者その他の規格並びに

取締り規程がある場合は、これに合格又は承認済みのものを使用しな

ければならない。 
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（４）  設計図書に明示されている材料のうち、受注者の理由によりこれを

変更したい場合、機能に支障がなく、かつ、材料の全体としての性能

が設計仕様を十分に満足する時は、監督員の承諾を得て使用すること

ができる。この場合契約金額の増減は、発注者、受注者の協議により

定めるものとする。 

（５）  石綿（アスベスト）含有材料を使用してはならない。 

（６）  建材等の原材料に石綿（アスベスト）が含有されていない旨のメー

カーが発行する証明書を提出すること。 

 

第二十六項 材料検査 

（１）  設計図書に記載されている材料は検査を行う。検査は、必要に応じ

て検査要領書、試験要領書に基づき実施する。検査及び試験要領書

は、その方法等を詳細に記入し、施工の段階に沿って提出し、予め監

督員の承諾を受けなければならない。 

（２）  使用する材料のうち発注者が特に必要と認めたものは、製作工場等

において監督員の立会のもとで試験を行い、試験結果報告書を提出し

なければならない。なお、このときの試験に要する費用は受注者の負

担とする。 

 

第二十七項 材料保管 

（１）  受注者は、材料を使用するまでの間、適正に保管しなければならな

い。 

（２）  監督員の検査に合格後の材料であっても、損傷その他欠陥を生じ使

用に不適当と認められるものは、監督員の指示に従い交換し、検査を

受けなければならない。 

（３）  現場での取扱いには十分な注意を払い、不用意に屋外に放置したり

足場代わりにしたりしてはならない。また必要に応じてカバー等の保

護を行い、発錆、ペンキ、モルタル付着などで材料を損じてはならな

い。 

（４）  受注者は、支給材を施工現場まで運搬し、適正に保管しなければな

らない。 

 

第二十八項 機械器具等 

（１）  発注者の所有する現場の機械器具等は設計図書で定めのない限り使

用してはならない。ただし、監督員が施工上やむを得ないと認めた場

合は、使用を認めることがある。 
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（２）  発注者が所有する現場の機械器具等を、発注者の工場敷地外に持ち

出す場合は、監督員の承諾を受けた上、現場代理人押印の持出書を提

出しなければならない。 

 

第二十九項 現場発生品 

（１）  受注者は、現場発生品について発生材報告書を作成し、設計図書又

は監督員の指示する場所で監督員に提出しなければならない。 

（２）  受注者は、監督員が引き渡しを指示したものについては、発生材報

告書及び発生材引渡書を作成し、監督員に引き渡さなければならな

い。 

 

第三十項 プラントの運転 

（１）  施工工程上プラントの運転、ごみ・灰等の搬出入に支障を与える場

合は監督員と協議の上、必要な措置を講じなければならない。 

（２）  プラントの運転は、原則として組合職員が行う。 

 

第三十一項 建築副産物 

（１）  受注者は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成12

年5月31日法律第104号）、資源の有効な利用の促進に関する法律（平

成3年4月26日法律第48号）、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭

和45年12月25日法律第137号）、建設副産物適正処理推進要綱（平成

14年5月30日国土交通省事務次官通達）、建設廃棄物処理指針（平成

13年環境省）を順守して、建設副産物の発生量抑制、適正処理及び再

生資源の活用を図らなければならない。 

（２）  受注者は、産業廃棄物が搬出される整備補修にあたっては、産業廃

棄物管理票（マニュフェスト）により、適正に処理されていることを

確認するとともに監督員に提示しなければならない。 

（３）  受注者は、建設リサイクル法に定められた「一定規模以上の」土

砂、砕石又は加熱アスファルト混合物を施工現場に搬入する場合に

は、再生資源利用計画書を所定の様式に基づき作成し、施工計画書に

含め監督員に提出しなければならない。 

（４）  受注者は、建設リサイクル法に定められた「一定規模以上の」建設

発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生

木材、建設汚泥又は建設混合廃棄物を施工現場から搬出する場合に

は、再生資源利用促進計画書を所定の様式に基づき作成し、施工計画

書に含め監督員に提出しなければならない。 
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（５）  受注者は、再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を作成

した場合には、施工完了後速やかに実施状況を記録し監督員に提出し

なければならない。 

（６）  建築副産物のうち有価物については、受注者の自由処分とする。な

お、処分後は、発生材報告書を作成し、処分の方法及び引取りを証明

する書類を添付の上監督員に提出する。ただし、金属類等、監督員の

指示するものについては、別途指示の場所に運搬しなければならな

い。このとき受注者は、発生材報告書及び発生材引渡書を作成し、監

督員立会いの上で引渡しを行う。 

 

第三十二項 関連工事との調整 

受注者は、隣接工事又は関連工事の請負業者と相互に協力し、施工しなけ

ればならない。また、他事業者が施工する関連工事が同時に施工される場合

にも、これら関係者と相互に協力しなければならない。 

 

第三十三項 安全確保 

（１）  受注者は、建設機械施工安全技術指針（国土交通省総合政策局建設

施工企画課企画専門官 平成１７年３月３１日）を参考にして、常に

整備補修の安全に留意し現場管理を行い災害の防止を図らなければな

らない。ただし、これらの指針は当該整備補修の契約条項を超えて受

注者を拘束するものではない。 

（２）  受注者は、整備補修施工中、監督員及び管理者の許可なくして、流

水及び交通の支障となるような行為、又は公衆に支障を及ぼすなどの

施工をしてはならない。 

（３）  受注者は、整備補修に使用する建設機械の選定、使用等について、

設計図書により建設機械が指定されている場合には、これに適合した

建設機械を使用しなければならない。ただし、より条件に合った機械

がある場合には、監督員の承諾を得て、それを使用することができ

る。 

（４）  受注者は、施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対

して支障を及ぼさないよう必要な措置を施さなければならない。 

（５）  受注者は、豪雨、出水、土石流、その他天災に対しては、天気予報

などに注意を払い、常に災害を最小限に食い止めるため防災体制を確

立しておかなくてはならない。 

（６）  受注者は、施工現場付近における事故防止のため一般の立入りを禁

止する場合、その区域に、柵、門扉及び立入禁止の標示板等を設けな
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ければならない。 

（７）  受注者は、施工期間中、安全巡視を行い、施工区域及びその周辺の

監視又は連絡を行い、安全を確保しなければならない。 

（８）  受注者は、施工現場のイメージアップを図るため、現場事務所、作

業員宿舎、休憩所又は作業環境等の改善を行い、快適な職場を形成す

るとともに、地域との積極的なコミュニケーション及び現場周辺の美

装化に努めるものとする。 

（９）  受注者は、整備補修契約後ただちに、作業員全員の参加により半日

以上の時間を割当て、次に挙げるものから実施する内容を選択し、定

期的に安全に関する研修・訓練等を実施しなければならない。 

１） 安全活動のビデオ等視覚資料による安全教育 

２） 当該整備補修内容等の周知徹底 

３） 安全に関する法令、通達、指針等の周知徹底 

４） 当該整備補修における災害対策訓練 

５） 当該整備補修現場で予想される事故対策 

６） その他、安全・訓練等として必要な事項 

（１０）  受注者は、整備補修の内容に応じた安全教育及び安全訓練等の具体

的な計画を記した安全教育計画書を作成し、施工計画書に記載して、

監督員に提出しなければならない。 

（１１）  受注者は、安全教育及び安全訓練等の実施状況について、ビデオ等

又は実施状況を撮影した写真が添付された報告等を記載した、安全教

育報告書を作成し、監督員の請求があった場合は直ちに提示するとと

もに、検査時に提出しなければならない。 

（１２）  受注者は、所轄警察署、道路管理者、鉄道事業者、河川管理者、労

働基準監督署等の関係者及び関係機関と緊密な連絡を取り、施工中の

安全を確保しなければならない。 

（１３）  受注者は、施工現場が隣接し又は同一場所において別途工事がある

場合は、請負業者間の安全施工に関する緊密な情報交換を行うととも

に、非常時における臨機の措置を定める等の連絡調整を行うため、関

係者による整備補修関係者連絡会議を組織するものとする。 

（１４）  監督員が、労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）第30条第１項に

規定する措置を講じる者として、同条第２項の規定に基づき、受注者

を指名した場合には、受注者はこれに従うものとする。 

（１５）  受注者は、施工中における安全の確保をすべてに優先させ、労働安

全衛生法等関連法令に基づく措置を常に講じておくものとする。特に

重機械の運転、電気設備等については、関係法令に基づいて適切な措
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置を講じておかなければならない。 

（１６）  災害発生時においては、第三者及び作業員等の人命の安全確保をす

べてに優先させるものとし、応急処置を講じるとともに、直ちに監督

員及び関係機関に通知しなければならない。 

（１７）  受注者は、施工箇所に地下埋設物件等が予想される場合には、当該

物件の位置、深さ等を調査し監督員に報告しなければならない。 

（１８）  受注者は施工中、管理者不明の地下埋設物等を発見した場合は、監

督員に報告し、その処置については占用者全体の立会を求め、管理者

を明確にしなければならない。 

（１９）  受注者は、地下埋設物件等に損害を与えた場合は、直ちに監督員に

報告するとともに関係機関に連絡し応急措置をとり、補修しなければ

ならない。 

 

第三十四項 爆発及び火災の防止 

（１）  受注者は、火気の使用については、以下の規定によらなければなら

ない。 

１）  受注者は、火気を使用する場合は、施工中の火災予防のため、そ

の火気の使用場所及び日時、消火設備等を記載した火気使用に係る

計画書を監督員に提出しなければならない。 

２）  受注者は、喫煙等の場所を指定し、指定場所以外での喫煙又は火

気の使用を禁止すること。 

３）  受注者は、ガソリン、重油、オイル、塗料等引火性のある物の周

辺に火気の使用を禁止する旨の表示を行い、指定場所以外に持ち込

まないこと。 

 

第三十五項 工期中の試運転 

当該整備補修に係る試運転（単体機器運転、総合試運転含む）のために行

う機器の運転操作は、基本的に組合職員が行うものとする。この場合、受注

者は施工箇所及び関連設備の状況を把握し、また、周辺環境への影響及び安

全を確認して、施工計画書等で定めた体制・手順を踏まえ、監督員を通じて

運転員に操作依頼をする。 

 

第三十六項 監督員による段階確認及び立会等 

（１）  受注者は、整備補修着手までに立会を行う機器、日程を記載した立

会一覧表を監督員に提出しなければならない。また、施工中一週間毎

に次週の立会予定一覧表を作成し、監督員に提出しなければならな
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い。 

（２）  受注者は、監督員の立会を求める場合にあたっては、立会願を監督

員に提出し、必要な場合は立会要領書を提出しなければならない。 

（３）  監督員は、整備補修が契約図書どおり行なわれているかどうかの確

認をするために必要に応じ、現場又は製作工場に立ち入り、立会し、

又は資料の提出を請求できるものとし、受注者はこれに協力しなけれ

ばならない。 

（４）  受注者は、監督員による段階確認及び立会に必要な準備、人員及び

資機材等の提供並びに写真その他資料の整備をするものとする。な

お、監督員が製作工場において立会及び監督員による段階確認を行な

う場合、受注者は監督業務に必要な設備等の備わった執務室を提供し

なければならない。 

（５）  監督員による段階確認及び立会の時間は、監督員の勤務時間内とす

る。ただし、やむを得ない理由があると監督員が認めた場合はこの限

りではない。 

（６）  段階確認は、次に掲げる事項に基づいて行うものとする。 

１）  受注者は、その工事監督基準表に示す確認時期において、段階確

認を受けなければならない。 

２）  受注者は、事前に段階確認に係わる報告（種別、細別、確認時期

等）を段階確認願により監督員に提出しなければならない。また、

監督員から段階確認の実施について通知があった場合には、受注者

は、段階確認を受けなければならない。 

３）  段階確認は受注者が臨場するものとし、確認した箇所に係わる監

督員が押印した書面を、受注者は保管し検査時に提出しなければな

らない。 

４）  受注者は、監督員に完成時不可視になる施工箇所の調査ができる

よう十分な機会を提供するものとする。 

（７）  監督員は、設計図書に定められた段階確認において臨場を机上とす

ることができる。この場合において、受注者は、施工管理記録、写真

等の資料を整備し、監督員にこれらを提示し確認を受けなければなら

ない。 

（８）  段階確認及び立会については、監督員が指名する組合職員が代行す

ることが出来るものとする。 

 

第三十七項 出来形確認 

（１）  受注者は、発注者に請求を行った場合は、出来形部分に係る検査を
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受けなければならない。 

（２）  受注者は、発注者に部分払いの請求を行うときは、同項１号の検査

を受ける前に整備補修の既成部分払申請書及び既成部分払検査依頼書

を作成し、監督員に提出しなければならない。 

（３）  受注者は、検査結果の修補については、第三十九項の規定に従うも

のとする。 

（４）  受注者は、当該出来形部分に係る検査については、第三十六項の規

定を準用する。 

（５）  発注者は、出来形部分に係る検査に先立って、監督員を通じて受注

者に対して検査日を通知するものとする。 

（６）  受注者は、中間前払金の請求を行うときは、認定を受ける前に出来

形確認報告書を作成し、監督員に提出しなければならない。 

 

第三十八項 中間検査 

（１）  中間検査は、特記仕様書において対象整備補修と定められた整備補

修について実施するものとする。 

（２）  中間検査は、特記仕様書において定められた段階において行うもの

とする。 

（３）  中間検査を行う日は、受注者の意見を聞いて発注者が定める。 

（４）  受注者は、当該検査については、第三十六項の規定を準用する。 

 

第三十九項 完成検査 

（１）  受注者は、修繕完成届を監督員に提出しなければならない。 

（２）  受注者は、修繕完成届を監督員に提出する際には、次に掲げる要件

をすべて満たさなくてはならない。 

１）  設計図書（追加、変更指示も含む。）に示されるすべての整備補

修が完成していること。 

２）  監督員の請求した改造が完了していること。 

３）  設計図書により義務付けられた記録写真、出来形管理資料、整備

補修関係図等の資料の整備がすべて完了していること。 

４）  契約変更を行う必要が生じた整備補修においては、最終変更契約

を発注者と締結していること。 

（３）  発注者は、検査に先立って、受注者に対して検査日を通知するもの

とする。 

（４）  受注者は、完成検査について第三十六項の規定を準用する。 
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第四十項 部分使用 

（１）  発注者は、受注者の同意を得て部分使用できるものとする。 

（２）  受注者は、発注者が当該整備補修に係わる部分使用を行う場合に

は、中間検査又は監督員による品質及び出来形等の検査（確認を含

む）を受けるものとする。 

 

第四十一項 完成検査及び引渡し 

受注者は整備補修完了後、修繕完成届を組合に提出し、組合の検査を受け

ること。受注者は完成検査に合格後、本仕様書に指定された成果品及び提出

書類一式を納品し、組合の承認をもって整備補修の引渡しとする。なお、納

品後に不備又は不都合な点が発見された場合、受注者は速やかに訂正しなけ

ればならない。 

 

第四十二項 施工管理 

（１）  受注者は、整備補修の施工にあたっては、施工計画書に示される作

業手順に従い施工し、品質及び出来形が設計図書に適合するよう、十

分な施工管理をしなければならない。 

（２）  監督員は、以下に掲げる場合、設計図書に示す品質管理の測定頻度

及び出来形管理の測定密度を変更することができるものとする。この

場合、受注者は、監督員の指示に従うものとする。これに伴う費用

は、受注者の負担とするものとする。 

１） 整備補修の初期で作業が定常的になっていない場合 

２） 管理試験結果が限界値に異常接近した場合 

３） 試験の結果、品質及び出来形に均一性を欠いた場合 

４） 前各号に掲げるもののほか、監督員が必要と判断した場合 

（３）  受注者は、施工に先立ち整備補修現場又はその周辺の一般通行人等

が見易い場所に、整備補修名、工期、発注者名及び受注者名を記載し

た標示板を設置し、整備補修完成後は速やかに標示板を撤去しなけれ

ばならない。ただし、標示板の設置が困難な場合は、監督員の承諾を

得て省略することができるものとする。 

（４）  受注者は、整備補修期間中現場内及び周辺の整理整頓に努めなけれ

ばならない。 

（５）  受注者は、整備補修に使用する指定機械を搬入・搬出する際には、

監督員に通知しなければならない。 

（６）  受注者は、施工に際し施工現場周辺並びに他の構造物及び施設など

へ影響を及ぼさないよう施工しなければならない。また、影響が生じ
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た場合には直ちに監督員へ通知し、その対応方法等に関して協議する

ものとする。また、損傷が受注者の過失によるものと認められる場

合、受注者自らの負担で原形に復元しなければならない。 

（７）  受注者は、作業員が健全な身体と精神を保持できるよう作業場所、

現場事務所及び作業員宿舎等における良好な作業環境の確保に努めな

ければならない。 

（８）  受注者は、整備補修中に拾得物を発見又は拾得した場合、直ちに監

督員及び関係官公庁へ通知し、その指示を受けるものとする。 

 

第四十三項 高度技術、創意工夫、社会性等、施工及び管理 

（１）  受注者は、整備補修施工において自ら立案した創意工夫や技術力に

関する項目、又は地域社会への貢献として評価できる項目に関する事

項について、実施状況を示す資料を整備補修完了時までに提出するこ

とができる。 

（２）  受注者は、施工及び管理において、監督員が指示する項目に関する

実施状況を示す資料を整備補修完了までに提出又は提示するものとす

る。 

 

第四十四項 整備補修関係者に対する措置請求 

（１）  発注者は、現場代理人が整備補修目的物の品質・出来形の確保及び

工期の順守に関して、著しく不適当と認められるものがあるときは、

受注者に対して、その理由を明示した書面により、必要な措置をとる

べきことを請求することができる。 

（２）  発注者又は監督員は、主任技術者（監理技術者）、専門技術者（こ

れらの者と現場代理人を兼務する者を除く。）が整備補修目的物の品

質・出来形の確保及び工期の順守に関して、著しく不適当と認められ

るものがあるときは、受注者に対して、その理由を明示した書面によ

り、必要な措置をとるべきことを請求することができる。 

 

第四十五項 後片付け 

受注者は、施工の完了又は一部の完成後は仮設物を取払い、受注者所有の

機器、残材、残骸及び各種の仮設物を速やかに片付け、かつ、場外に撤去す

るとともに、現場周り及び施工にかかる部分を清掃し、かつ、整然とした状

態にするものとする。ただし、施工に際して発生した可燃物、廃油について

は組合で処分する。 
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第四十六項 事故報告書 

受注者は、整備補修の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に

通報するとともに、事故報告書を期日までに、提出しなければならない。 

 

 

第四十七項 交通安全管理 

（１）  受注者は、整備補修用運搬路として、公衆に供する道路を使用する

ときは、積載物の落下等により、路面を損傷し、あるいは汚損するこ

とのないようにするとともに、特に第三者に整備補修公害による損害

を与えないようにしなければならない。なお、第三者に整備補修公害

による損害を及ぼした場合は、組合契約規則第77条によって処置する

ものとする。 

（２）  受注者は、整備補修用車両による土砂、資材及び機械などの輸送を

伴う整備補修については、関係機関と打合せを行い、交通安全に関す

る担当者、輸送経路、輸送期間、輸送方法、輸送担当業者、交通誘導

員の配置、標識安全施設等の設置場所、その他安全輸送上の事項につ

いて協議の上、災害の防止を図らなければならない。 

（３）  受注者は、ダンプトラック等の大型輸送機械で大量の土砂、整備補

修用資材等の輸送を伴う整備補修は、事前に関係機関と協議の上、交

通安全等輸送に関する必要な事項の計画を立て、書面で監督員に提出

しなければならない。 

（４）  受注者は、供用中の公共道路に係る整備補修の施工にあたっては、

交通の安全について、監督員、道路管理者及び所轄警察署と打合せを

行うとともに、道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（昭和35

年12月17日総理府・建設省令第３号）、道路工事現場における標示施

設等の設置基準（道路局長通知、平成18年3月31日）及び道路工事保

安施設設置基準（道路局平成18年3月31日）に基づき、安全対策を講

じなければならない。 

（５）  受注者は、設計図書において指定された整備補修用道路を使用する

場合は、設計図書の定めに従い、整備補修用道路の維持管理及び補修

を行うものとする。 

（６）  受注者は、指定された整備補修用道路の使用開始前に当該道路の維

持管理、補修及び使用方法等の計画書を監督員に提出しなければなら

ない。この場合において、受注者は、関係機関に所要の手続をとるも

のとし、発注者が特に指示する場合を除き、標識の設置その他の必要

な措置を行わなければならない。 
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（７）  発注者が整備補修用道路に指定するもの以外の整備補修用道路は、

受注者の責任において使用するものとする。 

（８）  受注者は、特記仕様書に他の受注者と整備補修用道路を共用する定

めがある場合においては、その定めに従うとともに、関連する受注者

と緊密に打合せ、相互の責任区分を明らかにして使用するものとす

る。 

（９）  公衆の交通が自由、かつ、安全に通行するのに支障となる場所に材

料又は設備を保管してはならない。受注者は、毎日の作業終了時及び

何らかの理由により施工を中断するときには、交通管理者協議で許可

された常設作業帯内を除き一般の交通に使用される路面からすべての

設備その他の障害物を撤去しなくてはならない。 

（１０）  受注者は、整備補修の施工にあたっては、作業区域の標示及び関係

者への周知など、必要な安全対策を講じなければならない。 

（１１）  受注者は、建設機械、資材等の運搬にあたり、車両制限令（昭和36

年政令第265号）第3条における一般的制限値を超える車両を通行させ

るときは、道路法第47条の2に基づく通行許可を得ていることを確認

しなければならない。 

（１２）  受注者は、設計図書において指定された整備補修用道路を使用する

場合は、設計図書の定めに従い、整備補修用道路の新設、改良、維持

管理及び補修を行うものとする。 

（１３）  受注者は、指定された整備補修用道路の使用開始前に当該道路の新

設、改良、維持管理、補修及び使用方法等の計画書を監督員に提出し

なければならない。この場合において、受注者は関係機関に所要の手

続きをとるものとし、発注者が特に指示する場合を除き、標識の設置

その他の必要な措置を行わなければならない。 

 

 

第四十八項 施設管理 

受注者は、施工現場における公物（各種公益企業施設を含む。）又は部分

使用施設について、施工管理上、契約図書における規定の履行をもっても不

都合が生ずる恐れがある場合には、その処置について監督員と協議できるも

のとする。 

 

第四十九項 諸法令の順守 

（１）  受注者は、当該整備補修に関する諸法令を順守し、整備補修の円滑

な進捗を図るとともに、諸法令の適用運用は受注者の責任において行
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わなければならない。なお、主な法令は以下に示す通りである。 

１） 地方自治法 （昭和22年法律第67号） 

２） 建設業法 （昭和24年法律第100号） 

３） 下請代金支払遅延等防止法 （昭和31年法律第120号） 

４） 労働基準法 （昭和22年法律第49号） 

５） 労働安全衛生法 （昭和47年法律第57号） 

６） 作業環境測定法 （昭和50年法律第28号） 

７） じん肺法 （昭和35年法律第30号） 

８） 雇用保険法 （昭和49年法律第116号） 

９） 労働者災害補償保険法 （昭和22年法律第50号） 

１０） 健康保険法 （大正11年法律第70号） 

１１） 中小企業退職金共済法 （昭和34年法律第160号） 

１２） 建設労働者の雇用の改善等に関する法律 （昭和51年法律第33号） 

１３） 道路法 （昭和27年法律第180号） 

１４） 道路交通法 （昭和35年法律第105号） 

１５） 道路運送法 （昭和26年法律第183号） 

１６） 道路運送車両法 （昭和26年法律第185号） 

１７） 下水道法 （昭和33年法律第79号） 

１８） 環境基本法 （平成５年法律第91号） 

１９） 火薬類取締法 （昭和25年法律第149号） 

２０） 大気汚染防止法 （昭和43年法律第97号） 

２１） 騒音規制法 （昭和43年法律第98号） 

２２） 水質汚濁防止法 （昭和45年法律第138号） 

２３） 振動規制法 （昭和51年法律第64号） 

２４） 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 （昭和45年法律第137号） 

２５） 電気事業法 （昭和39年法律第170号） 

２６） 消防法 （昭和23年法律第186号） 

２７） 測量法 （昭和24年法律第188号） 

２８） 建築基準法 （昭和25年法律第201号） 

２９） 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 （平成12年法律第

104号） 

３０） 土壌汚染対策法 （平成14年法律第53号） 

３１） 自然環境保全法 （昭和47年法律第85号） 

３２） 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年

法律第127号） 

３３） 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法
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律第100号） 

３４） 技術士法 （昭和58年法律第25号） 

３５） 計量法 （平成4年法律第51号） 

３６） 厚生年金保険法 （昭和29年法律第115号） 

３７） 資源の有効な利用の促進に関する法律 （平成3年法律第48号） 

３８） 最低賃金法 （昭和34年法律第137号） 

３９） 職業安定法 （昭和22年法律第141号） 

４０） 所得税法 （昭和40年法律第33号） 

４１） 著作権法 （昭和45年法律第48号） 

４２） 土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特

別措置法（昭和42年法律第131号） 

４３） 労働保険の保険料の徴収等に関する法律 （昭和44年法律第84号） 

４４） 毒物及び劇物取締法 （昭和25年法律第303号） 

（２）  受注者は、諸法令を順守し、これに違反した場合に発生する責務

が、発注者に及ばないようにしなければならない。 

（３）  受注者は、当該整備補修の計画、図面、仕様書及び契約そのものが

同項１号の諸法令に照らし不適当であったり、矛盾していたりしてい

ることが判明した場合には直ちに監督員に報告し、その確認を請求し

なければならない。 

 

第五十項 官公庁等への手続等 

（１）  受注者は、施工期間中、関係官公庁及びその他の関係機関との連絡

を保たなければならない。 

（２）  受注者は、整備補修の施工にあたる受注者の行うべき関係官公庁及

びその他の関係機関への届出等を、法令、条例又は設計図書の定めに

より実施しなければならない。 

（３）  受注者は、前項に規定する届出等の実施に当たっては、その内容を

記載した文書により事前に監督員に報告しなければならない。 

（４）  受注者は、諸手続にかかる許可、承諾等を得たときは、その写しを

監督員に提出しなければならない。 

（５）  受注者は、手続きに許可承諾条件がある場合これを順守しなければ

ならない。なお、受注者は、許可承諾内容が設計図書に定める事項と

異なる場合、監督員に報告し、その指示を受けなければならない。 

（６）  受注者は、整備補修の施工にあたり、地域住民との間に紛争が生じ

ないように努めなければならない。 

（７）  受注者は、地元関係者等から整備補修の施工に関して苦情があり、
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受注者が対応すべき場合は誠意をもってその解決にあたらなければな

らない。 

（８）  受注者は、国、地方公共団体、地域住民等と整備補修の施工上必要

な交渉を、自らの責任において行うものとする。受注者は、交渉に先

立ち、監督員に事前報告の上、これらの交渉にあたっては誠意をもっ

て対応しなければならない。 

（９）  受注者は、前項までの交渉等の内容は、後日紛争とならないよう文

書で確認する等明確にしておくとともに、状況を随時監督員に報告

し、指示があればそれに従うものとする。 

 

第五十一項 施工時期及び施工時間の変更 

（１）  受注者は、設計図書に施工時間が定められている場合でその時間を

変更する必要がある場合は、あらかじめ監督員と協議するものとす

る。 

（２）  受注者は、設計図書に施工時間が定められていない場合で、官公庁

の休日又は夜間に作業を行う場合は、事前に理由を付した書面によっ

て監督員に提出しなければならない。 

 

第五十二項 不可抗力による損害 

（１）  受注者は、災害発生後直ちに被害の詳細な状況を把握し、整備補修

災害通知書により監督員に報告するものとする。 

（２）  設計図書で定めた基準とは、次に掲げるものをいう。 

１） 降雨に起因する場合次のいずれかに該当する場合とする。 

① 24時間雨量（任意の連続24時間における雨量をいう。）が80mm以

上 

② １時間雨量（任意の60分における雨量をいう。）が20mm以上 

③ 連続雨量（任意の72時間における雨量をいう。）が150mm以上 

④ その他設計図書で定めた基準 

２） 強風に起因する場合 

最大風速（10分間の平均風速で最大のものをいう。）が15m/秒以上

あった場合 

３） 河川沿いの施設にあたっては、河川の警戒水位以上、又はそれに

準ずる出水により発生した場合 

４） 地震、津波、豪雪に起因する場合周囲の状況により判断し、相当

の範囲にわたって他の一般物件にも被害を及ぼしたと認められる

場合 
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第五十三項 特許権等 

（１）  その他の第三者の権利とは、実用新案権、意匠、著作権その他日本

国の法令に基づき保護される第三者の権利をいう。受注者は、特許

権、その他第三者の権利となっている施工方法又は施工方法の使用に

関する費用の負担について、第三者と補償条件の交渉を行う前に、監

督員と協議しなければならない。 

（２）  受注者は、業務の遂行により発明又は考案したときは、書面により

監督員に報告するとともに、これを保全するために必要な措置を講じ

なければならない。また、出願及び権利の帰属等については、発注者

と協議するものとする。 

（３）  発注者が、引渡しを受けた契約の目的物が著作権法（昭和45年法律

第48号第２条第１項第１号）に規定される著作物に該当する場合は、

当該著作物の著作権は発注者に帰属するものとする。なお、（２）の

規定により出願及び権利等が発注者に帰属する著作物については、発

注者はこれを自由に加除又は編集して利用することができる。 

 

第五十四項 保険の付保及び事故の補償 

（１）  受注者は、残存爆発物があると予測される区域で整備補修に従事す

る建設機械等及びその作業員に設計図書に定める傷害保険及び動産総

合保険を付保しなければならない。 

（２）  受注者は、雇用保険法、労働者災害補償保険法、健康保険法及び中

小企業退職金共済法の規定により、雇用者等の雇用形態に応じ、雇用

者等を被保険者とするこれらの保険に加入しなければならない。 

（３）  受注者は、雇用者等の業務に関して生じた負傷、疾病、死亡及びそ

の他の事故に対して責任をもって適正な補償をしなければならない。 

（４）  受注者は、建設業退職金共済制度に該当する場合は同組合に加入

し、その掛金収納書（発注者用）を工事請負契約締結後原則１ヵ月以

内に、発注者に提出しなければならない。 

 

第五十五項 臨機の措置 

（１）  受注者は、災害防止等のため必要があると認めるときは、臨機の措

置をとらなければならない。また、受注者は、措置をとった場合に

は、その内容を速やかに監督員に報告しなければならない。 

（２）  監督員は、暴風、豪雨、洪水、地震、地すべり、落盤、火災、騒

乱、暴動その他自然的又は人為的事象（以下「天災等」という。）に

伴い、整備補修目的物の品質・出来形の確保及び工期の順守に重大な
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影響があると認められるときは、受注者に対して臨機の措置をとるこ

とを請求することができる。 

 

第二章 業務内容 

特記仕様書によるものとする。 



 

 

 

 

 

 

水処理施設定期整備補修 

特記仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月 

高座清掃施設組合 
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 第一章 特記事項 

第一節 共通仕様 

(１) 受注者は、作業範囲等が不明瞭な場合は、事前に監督員と十分に打合せを行い、施設の運用

及び作業等に支障のないように実施すること。 

(２) 本仕様書並びに別紙図書に基づく用語の定義は下記の通りとする。 

① 点検とは、機能確認、機能維持を目的として、機器の損傷、さび、腐食、変形、変色、異音、

発熱、異臭、配線及び端子部の劣化、接続端子部の緩み等の有無を点検し、絶縁低抗値測定の

必要性が生じた場合は、測定を実施すること。 

機器及び装置の状況を確認、手入れすること。また、手入れには清掃、増締、注油を含む。 

② 清掃とは、汚れの回収及び除去をし、予防をすること。 

③ 測定とは、測定機器による計測を行い、記録し報告すること。 

④ 試験とは、各種方法により試験し、良否判定をし、否の場合は手入れすること。 

(３) 点検・補修作業に当たり、工程表、作業員一覧有資格一覧、車両台数、点検施工要領等を記

載した施工計画書を、施工日の7日前迄に必ず提出し、監督員と十分に打合せをすること。な

お、期限までに施工計画書等の提出がない場合は、作業に支障をきたす恐れがあるため点検・

補修作業の全部または一部を一時中止とする。 

(４) 測定機器及びその他の機材は、校正されたものを使用すること。 

(５) 点検作業中に部品交換の必要性が生じた場合は、直ちに報告すること。 

(６) 各機器の点検及び整備補修作業終了後、各動作の確認及び調整、各部からの異音の有無確認

等の試運転調整を行い、当組合監督員立会のもと異常がない事を確認すること。 

   また、点検整備後の機器から異音・振動などの異常が発生した場合、機器メーカー立会いの

もと検証し、正常な状態にすること。 

(７) 点検結果により緊急的に補修が必要となった場合は、監督員と協議し、修理依頼書、補修打

合簿を提出し、補修を行うものとする。 

(８) 溶接による補修については、溶材を含むものとする。 

(９) 各部塗装については、塗料を含むものとする。 

(10) 各点検及び整備補修で発生する廃材等については、適正な処分をすること。 

(11) 全作業終了後、施設の総合的な試運転調整を行い、作業報告書（日報）を提出すること。 

(12) 整備補修終了後、目的物の種類、品質もしくは数量等に不備が確認された場合、または補修

に不備が確認された場合には監督員の確認検査を受けること。また引き渡し後に不備が判明し、

契約不適合責任があると認められた場合には、受注者は不適合責任期間満了日前(契約約款に

定める期間)までに契約不適合責任補修を行い、契約不適合責任補修報告書(任意書式)を提出

すること。なお、契約不適合責任補修の実施時期については、発注者と協議の上、その指示に

従うこと。 

(13) 各整備補修終了後30日以内に中間報告すること。 

なお、年度末整備補修の結果に関しては、契約満了日の10日前までに全て報告する事。 

第二節 注意事項 

(１) 受注者は、作業中みだりに予定以外の場所に立ち入らないこと。 

(２) 主任技術者は、安全措置のすべてについて確認するとともに作業を直接指揮し、必要に応じ

て監督員の意見を求め適切な処理を講ずること。 
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第二章 水処理施設定期整備補修 

 

第一節 破砕ポンプ(P110A/B) 

第一項 対象機器 

破砕ポンプ 
古河産機システムズ㈱ 破砕ポンプ(FD3V-65) 

13.5㎥/hr×157kPa(16mH)、口径：150A×65A 

第二項 整備補修内容 

(１) 分解整備(部品交換及び清掃、電動機離線・結線含む) 

(２) ポンプの塗装(指定色7.5GY 6/2モーター含む) 

(３) 使用部品の研磨・肉盛溶接加工 

※研磨・肉盛溶接を行う部品は下記に記載されている使用材料項番2.3.5.12の部品(加工品) 

とする。項番5カッター格子1個は支給品とする。 

※整備補修は１年に一回とし、日程は別途協議とする。 

※シクネスゲージで切刃とカッティングインペラ及びカッター格子とカッティングインペラ 

のクリアランスを取り調整する。 

※取り外した項番2.3.5.12については再研磨・再加工の可否を確認すること。 

第三項 使用材料 

 

 

 

 

 

 

 

項番 名 称 摘要・規格 数 量 

1 Ｏリング NBR P35 2個 

2 切刃 S45C(加工品) 2個 

3 シュラウドリング AHF2(加工品) 2個 

4 サクションカバーパッキン NR t6 2個 

5 カッタ－格子 AHF2(加工品/支給品) 2個 

6 Ｏリング NBR φ5.7×φ315 2個 

7 補助切刃 SK3 2個 

8 六角穴付ボルト 補助切刃用 2個 

9 Ｏリング NBR G50 2個 

10 ランタンリングブッシュ CAC406 2個 

11 Ｏリング NBR S90 2個 

12 カッティングインペラ SC45C/ステライト (加工品) 2個 

13 シャフトスリーブ SUS420J2 2個 

14 シールリング NBR MS60×82×13 4個 

15 インペラプレート SUS304 2個 

16 ストップリングＡ NBR 2個 

17 ストップリングＢ NBR 2個 

18 軸端キー 電動機用 2個 
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二節 貯留槽投入ポンプ（P190A/B、P195A/B） 

第一項 対象機器 

貯留槽投入ポンプ 

古河産機システムズ㈱ (SPL-40C スラリーポンプ) 

主要部材質:FC200                                           

11.5㎥･hr×107kPa(11mH)口径：50A×40A 

第二項 整備補修内容 

（１） 分解整備(部品交換及び点検清掃含む) 

（２） ポンプの塗装(指定色7.5GY 6/2モーター含む) 

（３） 芯出し確認・後日、Ｖベルトの初期伸び後の張り調整 

（４） シム調整 

第三項 使用材料 

項番 名 称 摘要・規格 数 量 

1 インペラ AHF2 4個 

2 スタフィングボックス FC200 4個 

3 スタフィングボックスパッキン ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ 4個 

4 シャフトスリーブ SUS304 4個 

5 ベアリングハウジング FC200 4個 

6 ライナパッキン NBR  4個 

7 インペラパッキン  ガラス入テフロン 4個 

8 ベアリングナット AN07 4個 

9 ベアリングワッシャ AW07 4個 

10 メカニカルシール CM3 型 4組 

11 六角ボルト メカニカルシール取付用 16個 

12 ベアリング  8個 

13 ライナクッション ネオプレン 4個 

14 サクションパッキン ネオプレンゴム 4個 

15 デリバリパッキン ネオプレンゴム 4個 

16 Ｖリング NBR 4個 

17 Ｖベルト A-39 バンドー赤 8本 

18 モータベアリング  4台分 

19 シム 調整用 1式 
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第三節 細砂除去装置/細砂洗浄装置/細砂切り出し装置 

第一項 対象機器 

細砂除去装置 

大機エンジニアリング㈱ 

細砂除去装置(CC180液体サイクロン)：処理能力:13.5㎥/hr 

細砂洗浄装置(TK180)：タンク容量:0.2㎥ 

第二項 整備補修内容 

(１) 分解整備(部品交換及び清掃含む)  

(２) 各配管の分解洗浄(細砂除去装置/洗浄装置) 

(３) 下部ケーシング補修 

(４) ジャバラダクト交換(ワイヤー等部品及び交換含む) 

※スクリューシャフトの劣化状況を確認すること 

※作業は、土・日・祝日で行うこと 

第三項 使用材料 

項番 名 称 摘要・規格 数 量 

1 ベアリング UCF-210 1個 

2 ベアリング CM-UCF-210 1個 

3 グランドパッキン グリースコットン 2個 

4 点検窓 小  
1枚  

(支給品) 

5 点検窓 大 
 1枚  

(支給品) 

6 
下部ケーシング     

補修材一式 

SUS304            

下部ケーシングパッキン含む 1式 

7 洗浄ブラシ P100 スクレーパー含む 1式 

8 洗浄ブラシ P150 1式 

9 透視管用パッキン  2組 

10 脱 水 し 渣 搬 出 用     

ジャバラダクト 

φ300×2200ｍｍ(両端同口径) 

基布:ターポリン、オレンジ色 

1.0ｔ、ピッチ100ｍｍ 

両端二重生地フランジ付 

φ15×16穴 

1組 
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第四節 攪拌ブロワＢ（B205B） 

第一項 対象機器 

攪拌ブロワ 

㈱伊藤鐵工所  

IRS-80L（標準２葉）インバータ制御 

4.7㎥/min×50kPa(5mH) 

口径：80A×80A 

第二項 点検内容 

(１) 安全弁の点検調整 

第三項 整備補修内容 

（１） 分解整備(部品交換及び点検清掃含む) 

（２） ブロワの塗装(指定色7.5GY 6/2モーター含む) 

（３） オイル交換 

（４） ローター部SUSコート(下地処理含む) 

（５） 芯出し確認・後日、Ｖベルトの初期伸び後の張り調整 

第四項 使用材料 

項番 名 称 摘要・規格 数 量 

1 ベアリング SUJ2 6308 片接触型ゴムシール付 3個 

2 ベアリング SUJ2 6309 片接触型ゴムシール付 1個 

3 オイルシール SBI SB426512 1個 

4 ベアリングナット 
AN08/AN09 SS400  

FU08SS・FU09SS 
1式 

5 オイルレベルゲージ ねじ込み 1個 

6 シートパッキン 含油紙 スリーシート 1枚 

7 Ｖベルト 3V-560 2本 

8 
吸入サイレンサー用   

フィルター  
2枚 

9 オイル JX日鉱日石FBKオイルRO100 0.9ℓ 

 

 

第五節 アルカリ･酸化剤洗浄塔(T310) 

第一項 対象機器 

アルカリ･酸化剤洗浄塔 ㈱一芯 (T310) φ700×4,400H FRP 

第二項 点検内容 

(１) 内部の点検清掃(充填材の取り出し洗浄及び塔内ＦＲＰ剝離確認含む) 

(２) デミスターの点検清掃 

(３) フローセルボックス及びセンサーの点検清掃 

(４) スプレーノズルの点検清掃 

(５) 流量計及び液位計ホルダーの清掃 

(６) 洗浄塔循環水バルブ及び逆止弁の塩酸洗浄(各２箇所) 

(７) ミストセパレーター及びドレントラップ透明管の清掃 

(８) ボールバルブの清掃(4箇所) 

(９) フローセル流量調整バルブの清掃(１箇所) 

(１０) 引抜バルブの清掃(１箇所) 
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(１１) 差圧計のゼロ調整 

※酸洗浄実施前に、液位計を自動で制御出来るよう対策し､酸洗浄実施後 

は水位計調整を行うこと。 

※除去するスケールは､中和槽前で回収すること｡ 

第三項  整備補修内容 

（１） マンホールパッキンの交換 

（２） グレーチング下部FRP補修(材料一式含む) 

（３） 残留塩素濃度計電極の交換(校正清掃作業を含む) 

（４） 生物脱臭塔用散水弁エア式ダイヤフラムバルブ交換 

※アルカリ･酸化剤洗浄塔点検後翌日に実施 

※作業については、２月の土・日・祝日を挟み行うこと。 

第四項  使用材料 

 

 

第六節 活性炭吸着塔(T340) 

第一項 対象機器 

活性炭吸着塔 
㈱一芯 (T340) 1,850W×2,000L×2,800H 

SS400+内面FRPライニング+外面塗膜 

第二項 点検内容 

(１) 差圧計のゼロ調整 

(２) ドレントラップ配管の点検清掃 

第三項 整備補修内容 

(１) 活性炭の交換 

(２) 吸着塔内下部の清掃 

(３) 劣化活性炭の分析 

※交換する活性炭については、イッシンコールGIC24SNと同等品でも可とする。 

※劣化活性炭の分析は活性炭の交換頻度を把握するために実施するもので、活性炭交換時に抜

き取った活性炭の分析を行うこと。分析は第三者機関が行うこととし、分析項目は粒度、硬度、

乾燥減量(含水率)、pH、強熱残分、全硫黄、ベンゼン吸着量を行い、分析結果報告書にて活性

炭の交換頻度を明記すること。 

※整備時期に関しては、8月の土・日・祝日で行うこと。 

 

項番 名 称 摘要・規格 数 量 

1 配管洗浄用塩酸 20L （濃度３５％） 3本 

2 次亜塩素酸ソーダ失活剤 (支給品)  1式 

3 マンホールパッキン  4枚 

4 残留塩素濃度計 センサーⅠ 内部電極 CA-1202-3RY 1本 

5 残留塩素濃度計 センサーⅡ 内部電極 CS-12CTPT 1本 

6 残留塩素濃度計 センサーⅠ 内部液 EL-12W 1本 

7 残留塩素濃度計 センサーⅠ Oリング  1個 

8 残留塩素濃度計 フローセル Oリング  1個 

9 生物脱臭塔用散水弁エア式ダイヤフラム 

バルブAN型(復動)新規 
PVC/EPDM 40A10KF(1対) 2台分 
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 第四項 使用材料 

項番 名 称 摘要・規格 数 量 

1 活性炭 イッシンコールGIC24SN 2,220㎏ 

2 上部マンホールパッキン  1式 

3 下部マンホールパッキン  1式 

 

 

第七節 自動扉(A･B･C･D扉) 

第一項 対象機器 

自動扉 
三和シャッター工業㈱ 高速スパイラルシャッター W4,000×H3,580 

(MCP2制御盤用) 

第二項 点検内容 

(１) 自動扉の保守点検及び清掃(4扉分) 

(２) 各所・各センサー部・緊急解放レバーの点検(試運転調整含む) 

 第三項 整備補修内容 

(１) シャッターボックスの塗装(指定色SR-161) 

(２) シャッターボックスのパッキン施工(止水) 

(３)  エンコーダーの交換 

(４) スプリングの交換 

(５) ベルトの交換 

(６) 緊急解放レバー用ワイヤーの交換 

(７) 仮設足場(運搬含む) 

※仮設足場は、搬入車両の支障とならないように出入口４か所に設置すること。 

※作業については、土・日・祝日で行うこと。 

 ※ベルトにはフッ素系潤滑剤を塗布すること。 

第四項 使用材料 

項番 名 称 摘要・規格 数 量 

1 エンコーダー  4台分 

2 スプリング L=1851    4台分(20本) 

3 青ベルト L=2510 4台分 

4 緊急解放レバー用ワイヤー  4台分 

 

 

第八節 ポンプ付受水槽 

  第一項 対象機器 

ポンプ付受水槽 

㈱川本製作所製 NF2-750K+TAK4-50  材質:FRP 

受水槽容量:0.5㎥ 電源：三相 電圧:200V  

モーター出力:0.75kw 吸込口径:32mm 全揚程:0.16Mpa 

  第二項 点検内容 

   (１) 受水槽の点検(清掃及び消毒含む) 

(２) 水質検査(結果は概ね１か月以内に報告すること。) 

    ※簡易検査の結果を点検終了後速やかに報告すること。 

    ※水質検査の分析12項目は一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、鉄、塩化物イオ

ン、硬度、有機物、pH、味、臭気、色度、濁度とする。 
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第九節 計測機器(pH計(生物脱臭塔・薬液洗浄塔・放流監視槽・中和槽)・SS濃度計) 

第一項 対象機器 

計測機器 

東亜ディーケーケー㈱ 

水ジェット洗浄付浸漬型検出器 (JHC-7E/(S)) 

SS濃度計(SSD-1620) 

第二項 点検内容 

(１) SS濃度計の点検・校正 

第三項 整備補修内容 

(１) pH計電極の交換(校正清掃作業を含む) 

(２) 消耗部品の交換 

第四項 使用材料 (４台分) 

項番 名 称 摘要・規格 数 量 

1 ノンリーク塩化銀内部液 143A252 4本 

2 中性リン酸塩pH標準液 pH6.86 143F192 2本 

3 フタル酸塩pH標準液 pH4.01 143F191 2本 

4 pH計電極 リード線5ｍ 5600-5F 4本 

5 テクノブレードホース 6×11 
1式  

(支給品) 

6 テクノブレードホース 12×18 
1式  

(支給品) 

7 防水型電磁弁 126A188 
1個  

(支給品) 

8 Ｏリング G40 汚泥濃度計用部品 1個 

9 Ｏリング AN6227-7 汚泥濃度計用部品  2個 

10 Ｏリング P26 ホルダー蓋用     

汚泥濃度計用部品 
1個 

11 セル G7740 汚泥濃度計用部品 1個 

12 ワイパ ASSY 6mm用        

汚泥濃度計用部品 
1組 

13 
ブラシレスギヤード  

モーター 
汚泥濃度計用部品 1個 

14 PPYパッキン交換セット ASSY 汚泥濃度計用部品 1式 

15 
SSD-1610/1620用    

バッファーチューブ 
汚泥濃度計用部品 1式 

16 Ｏリング P20 汚泥濃度計用部品 1個 

17 バリスタUNIT 汚泥濃度計用部品 1個 

18 シリカゲル袋入り 20g 汚泥濃度計用部品 1個 

19 シリカゲルFA 5g 汚泥濃度計用部品 1個 

20 純水 
 1式  

(支給品) 
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第三章 発生材処分 

本点検整備補修にて発生した発生材を適正に処分すること。 

 

 

 

























































































































































































　

　 　 金 円也

234 日

補　　修　　費　　設　　計　　書

件　　　名  水処理施設定期整備補修

令和7年度

工　　　期

（消費税及び地方消費税額を含む。)



名　　　　　　　　　　称 内　　　　　　　　　容 数　　量 単　　位 単　　　　価 金　　　　　額

Ⅰ－Ⅰ 直接補修費 1 式 設計書P2参照

Ⅰ－Ⅱ 発生材処分費 1 式 設計書P2参照

Ⅰ－Ⅲ 共通仮設費 1 式

Ⅱ－Ⅰ 計（純補修費）

Ⅱ－Ⅱ 現場管理費 1 式

Ⅲ－Ⅰ 計（補修原価）

Ⅲ－Ⅱ 一般管理費 1 式

計

計（補修価格）

間接費計

Ⅳ－Ⅰ 補修価格 1 式

Ⅳ－Ⅱ 消費税 10% 1 式

Ⅳ－Ⅲ 計（請負補修費）

備　　　　　考

1



名　　　　　　　　　　称 内　　　　　　　　　容 数　　量 単　　位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 水処理施設定期整備補修 1 式 設計書P3参照

2 発生材処分 1 式 設計書P3参照

直接補修費

2



名　　　　　　　　　　称 内　　　　　　　　　容 数　　量 単　　位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 水処理施設定期整備補修

1-1 破砕ﾎﾟﾝﾌﾟ P110A/B 1 式 設計書P4参照

1-2 貯留槽投入ポンプ P190A/B、P195A/B 1 式 設計書P4参照

1-3 細砂除去装置 1 式 設計書P4参照

1-4 攪拌ブロワB B205B 1 式 設計書P4参照

1-5 アルカリ酸化剤洗浄塔 T310 1 式 設計書P5参照

1-6 活性炭吸着塔 T340 1 式 設計書P5参照

1-7 自動扉（A・B・C・D） 1 式 設計書P5参照

1-8 ポンプ付受水槽 1 式 設計書P5参照

計測機器(pH計（生物脱臭塔・薬液洗浄

1-9 塔・放流監視槽・中和槽)・SS濃度計） 1 式 設計書P5参照

小　　　　　　　計

2-1 発生材処分 1 式 設計書P6参照

3



名　　　　　　　　　　称 内　　　　　　　　　容 数　　量 単　　位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1-1 破砕ﾎﾟﾝﾌﾟ P110A/B

1-1-1 補修費 1 式

1-1-2 材料費 1 式

合　　　計

1-2 貯留槽投入ポンプ P190A/B、P195A/B

1-2-1 補修費 1 式

1-2-2 材料費 1 式

合　　　計

1-3 細砂除去装置

1-3-1 補修費 1 式

1-3-2 材料費 1 式

合　　　計

1-4 攪拌ブロワB B205B

1-4-1 点検費 1 式

1-4-2 補修費 1 式

1-4-3 材料費 1 式

合　　　計

1-5 アルカリ酸化剤洗浄塔 T310

1-5-1 点検費 1 式

1-5-2 補修費 1 式

4



名　　　　　　　　　　称 内　　　　　　　　　容 数　　量 単　　位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

材料費 1 式

合　　　計

1-6 活性炭吸着塔 T340

1-6-1 点検費 1 式

1-6-2 補修費 1 式

1-6-3 材料費 1 式

合　　　計

1-7 自動扉（A・B・C・D）

1-7-1 点検費 1 式

1-7-2 補修費 1 式

1-7-3 材料費 1 式

合　　　計

1-8 ポンプ付受水槽

1-8-1 点検費 1 式

合　　　計
計測機器(pH計（生物脱臭塔・薬液洗浄

1-9 塔・放流監視槽・中和槽)・SS濃度計）

1-9-1 点検費 1 式

1-9-2 補修費 1 式

1-9-3 材料費 1 式

合　　　計

2-1 発生材処分費 1 式 2-1参照

5



名　　　　　　　　　　称 内　　　　　　　　　容 数　　量 単　　位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

合　　　計

6



1-1-1
水処理施設定期整備補修

補修費
破砕ﾎﾟﾝﾌﾟ（P110A/B）

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

人

人

2 ﾎﾟﾝﾌﾟの塗装(指定色 7.5GY 6/2ﾓｰﾀｰを含む) 人

人

人

4 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計

分解整備（部品交換及び清掃、電動
機離線・結線含む）

1

使用部品の研磨・肉盛溶接加工3



1-1-2
水処理施設定期整備補修

材料費
破砕ﾎﾟﾝﾌﾟ（P110A/B）

名　称 仕 様 ・ 型 式 等 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 Ｏリング NBR P35 個 2

2 切刃 S45C(加工品) 個 2

3 シュラウドリング AHF2(加工品) 個 2

4 サクションカバーパッキン NR　t6 個 2

5 カッター格子 AHF2(加工品、1個支給品) 個 1 1個支給品

6 Ｏリング NBR　φ5.7×φ315 個 2

7 補助切刃 SK3 個 2

8 六角穴付ボルト 補助切刃用 個 2

9 Ｏリング NBR　G50 個 2

10 ランタンリングブッシュ CAC406 個 2

11 Ｏリング NBR　S90 個 2

12 カッティングインペラ SC45C/ステライト(加工品) 個 2

13 シャフトスリーブ SUS420J2 個 2

14 シールリング NBR　MS60×82×13 個 4

15 インペラプレート SUS304 個 2

16 ストップリングA NBR 個 2

17 ストップリングB NBR 個 2

18 軸端キー 電動機用 個 2

19 消耗品・雑材料・機工具損料 式 1 塗料含む

合　　計



1-2-1
水処理施設定期整備補修

補修費 貯留槽投入ポンプ(P190A/B、P195A/B)

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

人

人

2 ﾎﾟﾝﾌﾟの塗装(7.5GY  6/2ﾓｰﾀｰを含む) 人

3 芯出し確認・Vﾍﾞﾙﾄの張り調整 人 張り調整は後日

4 シム調整 人

5 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計

分解整備
(部品交換及び点検清掃含む)

1



1-2-2
水処理施設定期整備補修

材料費
貯留槽A投入ポンプ(P190A/B、P195A/B)

名　称 仕 様 ・ 型 式 等 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 インペラ AHF2 個 4

2 スタフィングボックス FC200 個 4

3 スタフィングボックスパッキン ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ 個 4

4 シャフトスリーブ SUS304 個 4

5 ベアリングハウジング FC200 個 4

6 ライナパッキン NBR 個 4

7 インペラパッキン ガラス入テフロン 個 4

8 ベアリングナット AN07 個 4

9 ベアリングワッシャ AW07 個 4

10 メカニカルシール CM3型 組 4

11 六角ボルト ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ取付用 個 16

12 ベアリング 個 8

13 ライナクッション ネオブレン 個 4

14 サクションパッキン ネオブレンゴム 個 4

15 デリバリパッキン ネオブレンゴム 個 4

16 Ｖリング NBR 個 4

17 Ｖベルト A-39　ﾊﾞﾝﾄﾞｰ赤 本 8

18 モーターベアリング 台分 4

19 シム 調整用 式 1

20 消耗品・雑材料・機工具損料 式 1 塗料含む

合　　計



1-3-1
水処理施設定期整備補修

補修費
細砂除去装置

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

機械工(不快・能率作業割増) 人

技師C(不快・能率作業割増) 人

2 各配管の分解洗浄 特殊作業員 人

3 下部ケーシング補修 機械工 人

4
ジャバラダクト交換(ワイヤー等部品交
換含む)

配管工 人

5 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計

分解整備(部品交換及び清掃含む)1



1-3-2
水処理施設定期整備補修

材料費
細砂除去装置

名　称 仕 様 ・ 型 式 等 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 ベアリング UCF-210 個 1

2 ベアリング CM-UCF-210 個 1

3 グランドパッキン グリースコットン 個 2

4 点検窓 小　支給品 枚 1 支給品

5 点検窓 大　支給品 枚 1 支給品

6 下部ケーシング補修材料 SUS304 下部ケーシングパッキン含む 式 1

7 洗浄ブラシ P100 スクレーパー含む 式 1

8 洗浄ブラシ P150 式 1

9 透視管用パッキン 組 2

10 脱水し渣搬出用ジャバラダクト ワイヤー等部品代含む 組 1 滑車含む

11 消耗品・雑材料・機工具損料 式 1 塗料含む

12

13

14

15

16

17

18

19

合　　計



1-4-1
水処理施設定期整備補修

点検費
攪拌ブロワB(B205B)

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 安全弁の点検調整 人

2 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-4-2
水処理施設定期整備補修

補修費 攪拌ブロワB(B205B)
1式

内　容 摘　要 単　位 数　量 単　価 金　額 備　　考

人

人

2
ブロワの塗装(指定色 7.5GY 6/2モーター
含む) 人

3 オイル交換 人

4 ローター部SUSコート 人 下地処理含む

5 芯出し確認・Vﾍﾞﾙﾄの張り調整 人 張り調整は後日

6 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計

1
分解整備(部品交換及び清掃含
む)



1-4-3
水処理施設定期整備補修

材料費
攪拌ブロワB（B205B）

名　称 仕 様 ・ 型 式 等 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 ベアリング SUJ2 6308 片接触型ゴムシール付 個 3

2 ベアリング SUJ2 6309 片接触型ゴムシール付 個 1

3 オイルシール SBI SB426512 個 1

4 ベアリングナット AN08/AN09 SS400 FU08SS・FU09SS 式 1

5 オイルレベルゲージ ねじ込み 個 1

6 シートパッキン 含油紙　スリーシート 枚 1

7 Ｖベルト 3V-560 本 2

8 吸入サイレンサー用フィルター 枚 2

9 オイル JX日鉱日石FBKオイルRO100 ℓ 0.9

10 消耗品・雑材料・機工具損料 式 1 塗料含む

合　　計

一式



1-5-1
水処理施設定期整備補修

点検費
アルカリ・酸化剤洗浄塔（T310）

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1
内部の点検清掃(充填材の取り出し洗
浄及び塔内FRP剥離確認含む) 人

2 デミスターの点検清掃 人

3
フローセルボックス及びセンサーの
点検清掃

人

4 スプレーノズルの点検清掃 人

5 流量計及び液位計ﾎﾙﾀﾞｰの清掃 人

6
洗浄塔循環水バルブ及び逆止弁の塩
酸洗浄(各2箇所)

人

7
 ミストセパレーター及びドレント
ラップ透明管の清掃

人

8 ボールバルブの清掃(4箇所) 人

9
フローセル流量調整バルブの清掃(1
箇所) 人

10 引抜バルブの清掃(1箇所) 人

11 差圧計のｾﾞﾛ調整 人

12 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-5-2
水処理施設定期整備補修

補修費
アルカリ･酸化剤洗浄塔（T310）

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 マンホールパッキンの交換 人

2 グレーチング下部FRP補修 式 1

3
残留塩素濃度計電極の交換(校正清掃
作業を含む)

人

4
散水弁エア式ダイヤフラムバルブ交
換

PVC/EPDM 40A10KF(1対) 台分 2
1-5-2-1参照
生物脱臭塔用

その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-5-2-1
水処理施設定期整備補修

　
バルブ取付 バルブ 1個当たり

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1
生物脱臭塔用散水弁エア式ダイヤフ
ラムバルブAN型(復動)新規

PVC/EPDM 40A10KF(1対) 個 1

2 配管工 人

3 設備機械工 人

その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-5-3
水処理施設定期整備補修

材料費
ｱﾙｶﾘ･酸化剤洗浄塔（T310）

名　称 仕 様 ・ 型 式 等 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 配管洗浄用塩酸 20L 本 3

2 次亜塩素酸ｿｰﾀﾞ失活剤 式 1 支給品

3 マンホールパッキン 枚 4

4
残留塩素濃度計 センサーⅠ 内部電
極 CA-1202-3RY 本 1

5
残留塩素濃度計 センサーⅡ 内部電
極 CS-12CTPT 本 1

6 残留塩素濃度計 センサーⅠ 内部液 EL-12W 本 1

7 残留塩素濃度計 センサーⅠ Oﾘﾝｸﾞ 個 1

8
残留塩素濃度計 フローセル  Oﾘﾝｸﾞ 個 1

10 消耗品・雑材料・機工具損料 式 1

合　　計



1-6-1
水処理施設定期整備補修

点検費
活性炭吸着塔(T340)

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 差圧計のｾﾞﾛ調整 人

2 ドレントラップ配管の点検清掃 人

3 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-6-2
水処理施設定期整備補修

補修費
活性炭吸着塔(T340)

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

人

人

2 吸着塔内下部の清掃 人

3 劣化活性炭の分析 7項目・特記仕様書 式 1

4 機械運転費
トラック「クレーン装置付」、フォー
クリフト、バキューム車

式 1

5 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計 0

1 活性炭の交換



1-6-3
水処理施設定期整備補修

材料費
活性炭吸着塔(T340)

名　称 仕 様 ・ 型 式 等 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 活性炭 イッシンコールGIC24SN kg 2,220

2 上部マンホールパッキン 式 1

3 下部マンホールパッキン 式 1

4 消耗品・雑材料・機工具損料 式 1

合　　計



1-7-1水処理施設定期整備補修 点検費
自動扉(A・B・C・D扉)

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 自動扉の保守点検及び清掃 人 ４扉分

2
各所・各センサー部・緊急解放レバー
の点検(試運転調整含む)

人

3 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-7-2
水処理施設定期整備補修

補修費
自動扉(A・B・C・D扉)

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 シャッターボックスの塗装 人
材 工 含 む 色 (SR-
161)14.75㎡×4扉

2
シャッターボックスのパッキン施
工(止水)

人 止水

3 エンコーダーの交換 人

4 スプリングの交換 人

5 ベルトの交換 人

6 緊急解放レバー用ワイヤーの交換 人

7 仮設足場費 運搬含む 式 1

8 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-7-3
水処理施設定期整備補修

材料費
自動扉(A・B・C・D扉)

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 エンコーダー 台分 4

2 スプリング L=1851 本 20 ４台分

3 青ベルト L=2510 台分 4

4 緊急解放レバー用ワイヤー 台分 4

5 消耗品・雑材料・機工具損料 式 1

し

合　　計



1-8-1
水処理施設定期整備補修

点検費
ﾎﾟﾝﾌﾟ付受水槽

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 受水槽の点検(清掃及び消毒含む) 普通作業員 人 2

2 水質検査 12項目 式 1 1-8-1-1参照

3 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-8-1-1
令和7年度　水処理施設定期整備補修

水質検査費 水質分析項目
1式

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 一般細菌 検体 1

2 大腸菌 検体 1

3 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 検体 1

4 鉄 検体 1

5 塩化物ｲｵﾝ 検体 1

6 硬度 検体 1

7 有機物 検体 1

8 pH 検体 1

9 味 検体 1

10 臭気 検体 1

11 色度 検体 1

12 濁度 検体 1

合　　計



1-9-1
水処理施設定期整備補修

点検費
計測機器(pH計(生物脱臭塔・薬液洗浄塔・放流監視槽・中和槽)・SS濃度計)

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 SS濃度計の点検・校正 人

2 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-9-2
水処理施設定期整備補修

補修費
計測機器(pH計(生物脱臭塔・薬液洗浄塔・放流監視槽・中和槽)・SS濃度計)

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 pH計電極の交換(校正清掃作業を含む) 台 4 A-1号単価表

2 消耗部品の交換 人

3 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



A-1
水処理施設定期整備補修 pH計電極交換

pH計電極交換
1台当たり

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 電工 人

2 その他(下請経費相当分) 式 1

合　　計



1-9-3
令和7年度 水処理施設定期整備補修

材料費
計測計器(pH計(生物脱臭塔・薬液洗浄塔・放流監視槽・中和槽)・SS濃度計)

名　称 仕 様 ・ 型 式 等 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 ノンリーク塩化銀内部液 143A252 本 4

2 中性リン酸塩pH標準液 pH6.86 143F192 本 2

3 フタル酸塩pH標準液 pH4.01 143F191 本 2

4 pH計電極　リード線5ｍ 5600-5F 本 4

5 テクノブレードホース(支給品) 6×11 式 1 支給品

6 テクノブレードホース(支給品) 12×18 式 1 支給品

7 防水型電磁弁(支給品) 126A188 個 1 支給品

8 Ｏリング G40 汚泥濃度計用部品 個 1

9 Ｏリング AN6227-7 汚泥濃度計用部品 個 2

10 Ｏリング
P26 ホルダー蓋用 汚泥濃度計用部
品 個 1

11 セル G7740 汚泥濃度計用部品 個 1

12 ワイパ ASSY 6mm用 汚泥濃度計用部品 組 1

13 ブラシレスギヤードモータ 汚泥濃度計用部品 個 1

14 PPYパッキン交換セット ASSY 汚泥濃度計用部品 式 1

15
SSD-1610/1620 用 バッファー
チューブ 汚泥濃度計用部品 式 1

16 Ｏリング P20 汚泥濃度計用部品 個 1

17 バリスタUNIT 汚泥濃度計用部品 個 1

18 シリカゲル袋入り 20g 汚泥濃度計用部品 個 1

19 シリカゲルFA 5g 汚泥濃度計用部品 個 1

20 純水(支給品) 式 1 支給品

21 消耗品・雑材料・機工具損料 式 1

合　　計



2-1
水処理施設定期整備補修

発生材処分費 発生材処分費
1式

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 廃プラスチック 式 1 2-1-1参照

2 金属くず 式 1 2-1-2参照

3 建設汚泥 式 1 2-1-3参照

合　　計



2-1-1
水処理施設定期整備補修

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ処分費 発生材処分
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ　1式

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 廃プラスチック処分費 ｔ 0.021

2 収集運搬受託料金 4tﾀﾞﾝﾌﾟ車(片道25km) 回 1

合　　計



2-1-2
水処理施設定期整備補修

金属くず処分費 発生材処分
金属くず1式

内　容 摘　要 単 位 数 量 単　価 金　額 備　考

1 金属くず処分費 ｔ 0.074

2 収集運搬受託料金 4tﾀﾞﾝﾌﾟ車(片道25km) 回 1

合　　計



2-1-3
水処理施設定期整備補修 建設汚泥処分費

建設汚泥
1式

内　容 摘　要 単　位 数　量 単　価 金　額 備　　考

1 発生材処分費(収集・運搬費別) 建設汚泥 t 2.22

2 収集・運搬受託料金 4tﾊﾞｷｭｰﾑ車(片道おおむね25km) 日 1

合　　計



水処理施設定期整備補修
材料内訳書

節 材料名 規格寸法 単位 数量

1-1 Ｏリング NBR P35 個 2

1-1 切刃 S45C(加工品) 個 2

1-1 シュラウドリング AHF2(加工品) 個 2

1-1 サクションカバーパッキン NR　t6 個 2

1-1 カッター格子 AHF2(加工品、1個支給品) 個 1

1-1 Ｏリング NBR　φ5.7×φ315 個 2

1-1 補助切刃 SK3 個 2

1-1 六角穴付ボルト 補助切刃用 個 2

1-1 Ｏリング NBR　G50 個 2

1-1 ランタンリングブッシュ CAC406 個 2

1-1 Ｏリング NBR　S90 個 2

1-1 カッティングインペラ SC45C/ステライト(加工品) 個 2

1-1 シャフトスリーブ SUS420J2 個 2

1-1 シールリング NBR　MS60×82×13 個 4

1-1 インペラプレート SUS304 個 2

1-1 ストップリングA NBR 個 2

1-1 ストップリングB NBR 個 2

1-1 軸端キー 電動機用 式 1

1-2 インペラ AHF2 個 4

1-2 スタフィングボックス FC200 個 4

1-2 スタフィングボックスパッキン ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ 個 4

1-2 シャフトスリーブ SUS304 個 4

1-2 ベアリングハウジング FC200 個 4

備考



水処理施設定期整備補修
材料内訳書

節 材料名 規格寸法 単位 数量 備考

1-2 ライナパッキン NBR 個 4

1-2 インペラパッキン ガラス入テフロン 個 4

1-2 ベアリングナット AN07 個 4

1-2 ベアリングワッシャ AW07 個 4

1-2 メカニカルシール CM3型 組 4

1-2 六角ボルト ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ取付用 個 16

1-2 ベアリング 個 8

1-2 ライナクッション ネオブレン 個 4

1-2 サクションパッキン ネオブレンゴム 個 4

1-2 デリバリパッキン ネオブレンゴム 個 4

1-2 Ｖリング NBR 個 4

1-2 Ｖベルト A-39　ﾊﾞﾝﾄﾞｰ赤 本 8

1-2 モーターベアリング 台分 4

1-2 シム 調整用 式 1

1-3 ベアリング UCF-210 個 1

1-3 ベアリング CM-UCF-210 個 1

1-3 グランドパッキン グリースコットン 個 2

1-3 点検窓 小　支給品 枚 1

1-3 点検窓 大　支給品 枚 1

1-3 下部ケーシング補修材料
SUS304 下部ケーシングパッキン含
む 式 1

1-3 洗浄ブラシ P100 スクレーパー含む 式 1

1-3 洗浄ブラシ P150 式 1



水処理施設定期整備補修
材料内訳書

節 材料名 規格寸法 単位 数量 備考

1-3 透視管用パッキン 組 2

1-3
脱水し渣搬出用ジャバラダク
ト

ワイヤー等部品代含む
組 1

1-4 ベアリング SUJ2 6308 片接触型ゴムシール付 個 3

1-4 ベアリング SUJ2 6309 片接触型ゴムシール付 個 1

1-4 オイルシール SBI SB426512 個 1

1-4 ベアリングナット AN08/AN09 SS400 FU08SS・FU09SS 式 1

1-4 オイルレベルゲージ ねじ込み 個 1

1-4 シートパッキン 含油紙　スリーシート 枚 1

1-4 Ｖベルト 3V-560 本 2

1-4 吸入サイレンサー用フィルター
枚 2

1-4 オイル JX日鉱日石FBKオイルRO100 ℓ 0.9

1-5 配管洗浄用塩酸 20L 本 3

1-5 次亜塩素酸ソーダﾞ失活剤 支給品 式 1

1-5 マンホールパッキン 枚 4

1-5 残留塩素濃度計 センサーⅠ 内部電極 CA-1202-3RY 本 1

1-5 残留塩素濃度計 センサーⅡ 内部電極 CS-12CTPT 本 1

1-5 残留塩素濃度計 センサーⅠ 内部液 EL-12W 本 1

1-5 残留塩素濃度計 センサーⅠ Oﾘﾝｸﾞ
個 1

1-5 残留塩素濃度計 フローセル  Oﾘﾝｸﾞ
個 1

1-5
生物脱臭塔用散水弁エア式ダ
イヤフラムバルブAN型(復動)
新規

PVC/EPDM 40A10KF(1対) 個 1



水処理施設定期整備補修
材料内訳書

節 材料名 規格寸法 単位 数量 備考

1-5 グレーチング下部FRP材工共 式 1

1-6 活性炭 イッシンコールGIC24SN kg 2,220

1-6 上部マンホールパッキン 式 1

1-6 下部マンホールパッキン 式 1

1-6 劣化活性炭分析 式 1

1-7 エンコーダー 台分 4

1-7 スプリング L=1851 本 20

1-7 青ベルト L=2510 台分 4

1-7 緊急解放レバー用ワイヤー 台分 4

1-7 仮設足場費 運搬含む 式 1

1-9 ノンリーク塩化銀内部液 143A252 本 4

1-9 中性リン酸塩pH標準液 pH6.86 143F192 本 2

1-9 フタル酸塩pH標準液 pH4.01 143F191 本 2

1-9 pH計電極　リード線5ｍ 5600-5F 本 4

1-9
テクノブレードホース(支給
品)

6×11
式 1

1-9
テクノブレードホース(支給
品)

12×18
式 1

1-9 防水型電磁弁(支給品) 126A188 個 1

1-9 Ｏリング G40 汚泥濃度計用部品 個 1

1-9 Ｏリング AN6227-7 汚泥濃度計用部品 個 2

1-9 Ｏリング
P26 ホルダー蓋用 汚泥濃度計用部
品 個 1



水処理施設定期整備補修
材料内訳書

節 材料名 規格寸法 単位 数量 備考
1-9 セル G7740 汚泥濃度計用部品 個 1

1-9 ワイパ ASSY 6mm用 汚泥濃度計用部品 組 1

1-9 ブラシレスギヤードモータ 汚泥濃度計用部品 個 1

1-9 PPYパッキン交換セット ASSY 汚泥濃度計用部品 式 1

1-9
SSD-1610/1620用      バッ
ファーチューブ

汚泥濃度計用部品
式 1

1-9 Ｏリング P20 汚泥濃度計用部品 個 1

1-9 バリスタUNIT 汚泥濃度計用部品 個 1

1-9 シリカゲル袋入り 20g 汚泥濃度計用部品 個 1

1-9 シリカゲルFA 5g 汚泥濃度計用部品 個 1

1-9 純水(支給品) 式 1


